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２．調査対象・方法地域で活躍する人材をどのように育成するか
―高知大学卒業生インタビュー調査 進学時・卒業時の移動に注目した分析―

小島 郷子（高知大学 大学教育創造センター） 塩崎 俊彦（高知大学 大学教育創造センター） 杉田 郁代（高知大学 大学教育創造センター）
木村 治生（ベネッセ教育総合研究所） 松本 留奈（ベネッセ教育総合研究所）

高知大学では、大学教育再生加速プログラム（テーマⅤ「卒業時における質保証の取組の強化」）の
一環として、「社会で求められる資質・能力に基づいた、大学の人材育成の効果検証」を課題名とするベ
ネッセ教育総合研究所と共同研究を行っている。
共同研究の目的は、高知大学が、地域活性化の中核的拠点として、地域の課題解決に資する人材育
成ができているかについて明らかにするため、高知大学卒業生の就職先における活躍状況（自己評価と
職場評価）およびそこで求められている能力、評価について調査を行い、在学中の学修成果と照らし合
わせて検証を行うことにある。

平成29年度には、卒業５年目までの卒業生と職場の上司29組に対して、
１．高知大学卒業生が社会でどのように活躍しているか？
２．社会での活躍に、高知大学の教育はどれくらい貢献できているか？

についてインタビュー調査を実施した。
調査にあたっては、高知県に就職した卒業生と首都圏に就職した卒業生を対象としたが、これは、高知
県と首都圏では、採用基準や人材育成の考え方について相違があるとの想定による。この点についても
明らかにすることで、地域人材育成のための知見が得られるものと考えている。

なお、本共同研究では、今後、インタビュー調査から得られた仮説について量的調査を行い、大学教
育のどのような場面が、卒業生の社会に出てからの活躍に寄与しているのかを明らかにしていく。この過
程で得られた知見は、大学教育の改善にフィードバックされ、出口の側から見た大学教育の質保証の一
翼を担うものとなる。

共同研究の趣旨・目的 調査の対象と調査フロー

インタビュー調査の結果と分析

１．現在の活躍に貢献していると感じる大学生活の学び・経験

２．職場の上司による卒業生の評価と課題

４．卒業生が感じた高知大学・高知県の魅力

第24回大学教育研究フォーラム

●首都圏 就職者 10名 ●高知県内 就職者 19名

調査対象
卒業後１～５年目までの、県内および首都圏就職者と職場の方（上司）のペア 29組

STEP１：事前アンケート STEP２：インタビュー

１）社会で「どれくらい活躍」、大学が「どれくらい貢
献」しているのか量的に把握

２）大学時代の活動について把握
３）4年間を振り返り、印象的なエピソードを確認

１）進学・就職を選択と移動の背景を把握
２）社会で「どれくらい活躍」しているのかを質
的に把握

３）社会での活躍に大学が「どれくらい貢献」
しているのかを質的に把握

卒業生本人 60分
職場の方（上司）30分

●資料を集めてそれを欲しい順に並べ直す、必要なら図を入れる、ということを卒論
で経験した。どのような図を作ったらわかりやすいのかというのも、自分でやったことが
あるので知っていた。通常のレポート課題の経験も役立ったが、卒論は特にまっさらな
状態から、自分で何をしたいのか、どういう情報を引っ張ってきたら自分の欲しい答え
が出るのか、というのを探すところからであり、それは初めてだったのでより勉強になっ
た。卒論を書き切ったというのは自分の中での誇りになった。（K10文系）

●論理的思考力や自主性は、大学で身についた部分が多いと感じる。大学の中でも
相当厳しいゼミに所属していて、色々な指摘を率直に言ってもらえた。今になればあ
の時の経験や助言が大きかった。卒論のテーマ決めの時から、「そのテーマで卒論を
書いたら大したレベルにならない、または行き詰まる」と言われ、先生を納得させるた
めにいかに論理的に背景や仮説を踏まえてテーマを設定するか、先生に認めてもらう
のに1年ぐらい費やした。（S07文系）

相当の努力
をして課題
（単位取得や
論文作成）を
やりとげる厳
しさがあった

●実験などをする時に、どういうことが予想され、どういう結果が生まれるのかを先に
考えてから行っていたが、現在の仕事は論理的思考が大切だと思うので、その経験が
今後いきてくるのではないか。（S10理系）

●知識の面では、経営学・経済学のスキルは、営業する上でマーケティングをする必
要が出てくるので役立っているのかなと思う。（S09文系）

●専門のゼミでは、「なぜゼミ」というのがあり、ものごとに対して「なぜ、なぜ」と繰り返し
て考える。そんな感じで、例えば、「どうして介護の仕事をするのか」に対して、大体は
「感謝される」「高齢者の役に立つ」など「誰かのために」と答えるが、本当は「自分のた
めに」が一番の理由ではないか、といったことをよく考える方だ。（S04文系）

学問固有の
物の見方や
考え方に触
れられた

●教育実習を受けたことは非常に大きな経験だった。「教育実習だから責任がない大
学生」ではなく、少しでも子供と接する以上、下手なこと言ってはいけない、お手本に
なるよう行動しなければいけない等制約もあるし、責任が生じる。働きながら生じる責
任というのを学生の段階で知ることができた。(K13文系)

●3年生からのゼミ活動で、怒田で農業の手伝いをした。活動にあたっては、教える方
も、こちらが元気でハキハキしている方が教えやすいだろうし、販売するにも売れるよう
に役に立てるように、元気な方がいいと思う。(K15文系)

実社会との
接点を感じる
ことができた

●元々専門的な勉強をしている者もいれば全くそうではない者もと色々なメン
バーがいる中で、卒業生は今まで勉強していなかった側で周りから教わること
も多かった。そんな中で自分は教わっていると周りに配慮しながらやっているこ
とはよくわかった。

●基幹システムを入れ替えていただくためには、直近の売り上げに繋がらなく
てもお客様を継続的にフォローしていく必要がある。卒業生はそういったことを
チームとしてどうしていけばいいのかを継続的に考えられる能力がある。

●スロースターターで初めの頃はうまくいかなかったこともあったと思うが、それ
に対してちゃんと受け止めて、どうしたらいいのかをしっかり振り返って考えてき
たから、成長してきてくれたのではないかと思う。

評
価
ポ
イ
ン
ト

●今やっていることがいろんなところに関連するということがまだまだわからな
い部分があるのではないかと思う。会社に入って「初めてのことばかり」と感じて
いるようだが、実際はそうではなく身近にあるものなので、そこの紐付けができ
るとよい。業務だけではなく、もう少し社会全体を俯瞰的に見られるとよい。

●ある情報やデータについて「正しいです」と言えるかというと、裏付けがない
ので言うことができない。もう1年2年経験を積めばしっかりできると思っている。

●自分の考え・思考を相手に理解していただく、伝えるということが課題になる
と思う。なぜその機能が必要かを相手に納得してもらえる伝え方、相手の共
感を得て承認を得る伝え方が今後必要になると思う。

課
題
ポ
イ
ン
ト

チームで
協働する

振り返り次
につなげる

全体を俯瞰
する

エビデンス
を持つ

相手を動か
すコミュニ
ケーション

 卒業生は、高知大学の「県外出身者8割」の環境を大きな魅力として評価している。
・県内就職者・県外就職者に関わらず、卒業生からは「学生の8割が県外出身者であり、多様な人と出会える・日本全国の人
と友達になれネットワークができること」は高知大学の大きな魅力と捉えられている。
・全国各地から集まった多様なバックグラウンド・価値観を持つ学生と出会えたことは、自分自身の視野を広げ、挑戦意欲を
刺激し、成長させてくれたとの実感が強く、社会に出てからのより多様な人とのコミュニケーションが必要とされる環境でも役
立っていると評価されている。

 高知県人の“開放的”な気質が、県外出身者の「高知県への愛着」を育んでいる。
・特に県外出身者は、「アルバイト先の店長や常連さんに可愛がってもらった」「地域イベントに参加した時、地元の方に親切に
声をかけてもらった」「ゼミで限界集落を訪れた際、よくしてもらった」等の経験を通し、高知県人の開放的な気質を「高知の魅
力」と感じている。
・首都圏就職者でも、「いずれは高知に帰りたい」「高知に戻ってもよい」「高知になんらかの形で貢献したい」といった意識を持
つ卒業生は多く、在学中の高知県人との関わりがこうした意識形成に大きく影響している。

５．インタビュー結果から想定される仮説

① 大学の正課を通じて学んだ専門的知見や学修のプロセスにおける経験は、卒業後のキャリア形成にも重要な役割を果た
している。

② 「県外出身者8割」という環境は学生のコミュニケーション力、協働実践力などを育成する上で一定の役割を果たしてい
る。

③ 高知県の自然や風土、高知県人の気質などが、特に県外出身学生の学びに寄与している。
④ 高知県と首都圏では、卒業生に期待することが異なっており、企業・卒業生が大学教育に期待することにも違いがある。
⑤ 教員の情緒的サポートは、学修成果の質の向上と学生の諸能力の育成に貢献している。（別に実施した卒業生アンケー

トでは、卒業生の満足度と教員の情緒的サポートに中程度の相関が見られた。インタビュー調査でもこの相関を裏付ける
コメントがあり、①の正課の場面での教員の指導などと合わせて、検証すべき観点である）

６．仮説の検証から大学教育の強化・改善に向けて

本研究は、上記の仮説を量的調査（卒業生とその就職先へのアンケート）によって検証し、その結果を大学教育にフィード
バックすることで、卒業後のキャリアを見据えた教育改善を企図している。このことは、大学から社会への接続という観点から
の教育の質保証に寄与するものである。

※ １０＋１の力：高知大学が育成しようとする【対課題】【対人】【対自己】にわたる10の能力とそれらを統合し働きかける能力
※ セルフ・アセスメント・シート：上記の能力を学生が自己評価するために開発されたアセスメント・ツール

３．社会から求められる人材像 –高知県と首都圏の相違に注目してｰ

職場の方に行った事前アンケートのうち、「あなたの職場で10年後活躍するために必要だと思われるものを３つ
選んで、番号をお書きください」という設問に対する回答からは、 「課題を見出し、他者と協力しながら、解決を
進めていく」という、高知県と首都圏に共通する人材像とともに、以下のような両者の相違も見出された。
「他者との協力」の示す意味が、高知県では、同胞的つながり（感謝の気持ちが伝えられる）であるのに対し、
首都圏では異分子とのつながり（他者の言うことを理解した上で、自分の考えを伝える）を重視している。
このことは、インタビュー調査においても確認されたことで、さらに、高知県では、“個”を尊重し、“自分らしさ”を
発揮して働き、成長することを期待する傾向が強いことに対して、首都圏では、チームメンバーとしての戦力とな
ることを期待し、スキルの習得と競争を勝ち抜く積極性を求める傾向が強い。

事前アンケート、インタビュー調査にご協力いただいた高知大学卒業生とその勤務先の方々に、記して鳴謝申し上げます。

高知・：個を尊重して成長 首都圏：チームの一員としての成長

※優先順位を付けて回答してもらい、1番目＝3、2番目＝2、3番目＝1と点数化して集計





氏名 所属

1
アクティブ・ラーナー育成を目指すFDer養
成の取組

馬本　勉 県立広島大学 総合教育センター
川口　博之(県立広島大学 本部経営企
画室)

I 県立

2
実践的人材の育成～アクティブ・ラーニン
グと質保証

千綿　文 福岡工業大学　ＦＤ推進機構 ＦＤ推進室
長谷川　純一（福岡工業大学　ＦＤ推進
機構 ＦＤ推進室）

Ｉ 私立

3
AP実施における学生のジェネリックスキル
の向上について

矢島　邦昭 仙台高等専門学校　総合工学科
川崎　浩司（仙台高等専門学校　総合
工学科）

Ｉ 国立

4 福岡歯科大学における学修成果の可視化 内田　竜司 福岡歯科大学　教育支援・教学ＩＲ室 - Ⅱ 私立

5
阿南高専におけるコンピテンシー評価の取
組

松本　高志
阿南工業高等専門学校　創造技術工学科
電気コース

小松　実（阿南工業高等専門学校　創
造技術工学科 電気コース）
山田　耕太郎（阿南工業高等専門学校
創造技術工学科 一般教養）
川畑　成之（阿南工業高等専門学校
創造技術工学科 機械コース）
太田　健吾（阿南工業高等専門学校
創造技術工学科 情報コース）
菊池　弥生（阿南工業高等専門学校
教育開発推進室）

Ⅱ 国立

6
「学びの好循環」を目指す山口大学AP事
業の軌跡

林　透
山口大学　大学教育機構　大学教育セン
ター

篠田　雅人（山口大学　大学教育機構
大学教育センター）

Ⅰ・Ⅱ
複合型

国立

7
アクティブラーニングの体系化と学修成果
の可視化

坂井　直道
芝浦工業大学　教育イノベーション推進セ
ンター

鈴木　洋（芝浦工業大学　教育イノベー
ション推進センター）

Ⅰ・Ⅱ
複合型

私立

8
直接評価としての基盤力テストの開発と実
施

浅野　茂 山形大学 学術研究院 藤原　宏司 (山形大学 学術研究院) V 国立

9
４階層内部質保証システムの構築を基本
とした卒業時の質保証

嶌田　敏行 茨城大学　全学教育機構

栗原　和美（茨城大学 工学部（全学教
育機構兼務））
佐川　明美（茨城大学　全学教育機
構）

V 国立

10 高知大学における質保証の取組み 小島　郷子 高知大学　大学教育創造センター
杉田　郁代（高知大学　大学教育創造
センター）

V 国立

11
e-ポートフォリオを用いた学生の学修成果
の可視化について

塩崎　俊彦 高知大学　大学教育創造センター - V 国立

12 AP事業　SDウィークの取組について 黒田　さやか 高知大学　学務部　学務課
西田　浩敏（高知大学　学務部　学務
課）

V 国立

13 兵庫県立大学AP事業H29年度の取り組み 横山　真衣 兵庫県立大学　総合教育機構 - V 県立

14 質保証に向けた教育改革の取り組み 石田　雪也 千歳科学技術大学　理工学部

吉本　直人（千歳科学技術大学　理工
学部）
池田　弘之（千歳科学技術大学　理工
学部）

V 私立

15
卒業生調査を中心とした教育の質保証へ
の取組

横松　力 東京薬科大学　ＲＩ・中央分析センター
高橋　勇二（東京薬科大学　生命科学
部）

V 私立

16
日本福祉大学のAP事業およびテーマⅤ幹
事校事業の紹介

中村　信次 日本福祉大学　全学教育センター
村川　弘城（日本福祉大学　全学教育
センター）

V 私立

17
山梨学院短期大学の取組PROPERTIESに
ついて

羽畑　祐吾 山梨学院短期大学　食物栄養科
青柳　宏幸（山梨学院短期大学　保育
科）

V 私立

18
”安全・安心志向型”教育プログラム（TCC）
の構築と卒業時の質保証システム

天内　和人 徳山工業高等専門学校　総合企画室 - V 国立

高知大学AP事業シンポジウム(平成29年10月28日）　ポスターセッション発表テーマ一覧（敬称略）

番
号

ＡＰ
事業
採択

テーマ

設置
形態

発表代表者
共同発表者発表テーマ



平成29年度　高知大学AP事業シンポジウム　参加者数及びアンケート回答結果

実施日：平成29年10月28日（土）
場　 所：東京国際交流館　プラザ平成3階

シンポジウム 情報交換会 人数 割合

①国公立大学 教員 47 22 17 22.4
②国公立大学 職員 26 7 14 18.4
③私立大学 教員 32 12 15 19.7
④私立大学 職員 38 9 17 22.4
⑤短期大学/高等専門学校 教員 4 3 4 5.3
⑥高等学校 教員 1 0 1 1.3
⑦企業 8 4 6 7.9
⑧団体 8 0 1 1.3
⑨官公庁 5 3 1 1.3

169 60 76 100.0

参加者数 アンケート回答者
職種

①国公立大学 教員

②国公立大学 職員

③私立大学 教員

④私立大学 職員

⑤短期大学 高等専門学校

教員

⑥高等学校 教員

⑦企業

⑧団体
⑨官公庁

アンケート回答者数内訳

①国公立大学教員 ②国公立大学職員 ③私立大学 教員

④私立大学 職員 ⑤短期大学 高等専門学校教員 ⑥高等学校 教員

⑦企業 ⑧団体 ⑨官公庁



1　シンポジウム全体について、あてはまるとことに○をつけてください。

選択肢 人数 割合
④とても参考になった 36 47.4
③参考になった 33 43.4
②どちらともいえない 5 6.6
①参考にならなかった 0 0
無回答 2 2.6

76 100.0

よろしければ理由をお聞かせください。
④

④

④
④

④

④

④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④
④

③

③

③

③
③

③

③
③
③

③

③

②
②

学修成果の可視化について詳しく知りたかったため

ディプロマ・サプリメントをキーワードに、質保証の理解が深まった。
ルーブリック開発に着手しはじめたところなので。また、やたら「標準化する」ことに関してもなんと
なく違和感を感じていたこともあり、いろいろと腑におちたように思いました。
茨城大学、山形大学の事例
「学力の3要素等」の重要性、デザイン志向の視点。
藤田先生が率直に学内の課題（ディプロマ・サプリメントの様式について）を共有して下さったこと
で、全体の議論が表面的にとどまらず、とても深まったように思います。ありがとうございました。
講演、報告、パネルディスカッションはもちろんですが、ポスターセッションも充実しておりすばらし
かったです。勉強になりました。
APプログラムに関連する取組について学ぶ貴重な機会をいただいた。
他大学の優れた先行事例を知ることができたため。
各大学の個別課題、共通課題を具体的にご説明いただきとても参考になりました。
文科省の河本氏のディプロマ・サプリメントの考え方がわかった。
新しい取り組みにデータが出てきている。

学修成果を可視化するためにどのようなプロセスでこの問題を考えていけるのか？考えるための
視点と問題を教えていただいたと思います。

各報告も含めプログラム全体を通じて大変勉強になりました。
ディプロマ・サプリの現状、内容がわかった
本学で課題としている点について参考になる情報を多く得られたため
すべてpointをついた議論、発表、具体的データを示してのお話など大変良かったです。
具体的な発言に加え、ポスターセッションも充実していました。
質保証の課題について知る、認識することができた。
IRと学生支援との関係（学生支援の役割）について、いろいろと考えることができた。やはり、大学
の制度上、学生の修学環境・条件（成績評価、授業目標レベル等）をある程度整える必要がある。
それを越えて、学生支援（修学支援）、学習支援etc.だけに役割（対応）が求められてはいけないと
思う。

内部質保証に資する自己点検評価のあり方を検討しており、先生方のお話はとても勉強になりま
した

卒業時の質保証に取組んでいる複数の大学の先進的な事例を拝見することができて、参考になり
ました。
卒業時の質保証への概念が各大学で多様な定義があることを理解できた。
質保証の取組内容を伺えて良かった。

課外活動として、学生の学修成果の具体例の事例発表があればよかったと思われる。

各大学の推進されている担当者の方から具体的なお話があったため
様々な立場の方たちによる質保証に対する考え方や背景を知った
特にポスターセッションでの各大学のAPの取組み状況が把握出来たため
質保証にしろIR、可視化にしろ、特に地方の小規模大から相談を受けることが多いので、大変参
考になりました。

参考にはなったが、国立大学の視点が中心で、私学の課題やとりくみを伺うことが少なかったた
め。（「とても」を選択しなかった理由）

基本的に知っている話でした。茨城も山形も「既に」他の場所で発表しています。

④とても参考に

なった

③参考になった

②どちらともい

えない

④とても参考になった

③参考になった

②どちらともいえない



2　特に参考になったものに○をつけてください。（複数回答可）

人数 割合
37 48.7
30 39.5
36 47.4
42 55.3
42 55.3
43 56.6
3 3.9

人数
2
1

よろしければ理由をお聞かせください。
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
基調

講演I

基調

講演II

事業

報告I

事業

報告II

高知

大学

事業

報告

パネル

ディス

カッ

ション

その他

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○
○

○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○
○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤高知大学事業報告

選択肢
①基調講演I
②基調講演II
③事業報告I
④事業報告II

知らない話だったから。これをメインで1時間位やっても良かったのではないでしょ
うか？
直接評価の事例は少なく、大変参考になりました。
ポスターセッションでの意見交換（はシンポジウムとは異なるのかも知れません
が）

IRにより、今後、何ができるようになるか（目指しているか）が、かなり踏み込んで
示された為。同時に、成果や課題の分析、検証がいかに困難か痛感した。

⑥パネルディスカッション
⑦その他

「⑦その他」の内訳
閉会挨拶
ポスターセッション

理由

事業報告I：わかりやすかったです。高校でもIR機能が必要と考えています。　事業
報告II：5因子論については私も活用を研究しています。学力と情緒安定性（神経
症傾向）は私の分析とも一致しました。よい参考になりました。　高知大学事業報
告：細かいデータ分析など進路指導担当の高校教員としては大変興味深いです。
よい参考になりました。

特に嶌田先生のIRの取組についてIRの役割について参考になりました。

APに求められるものが、大学の社会的役割があると明確にされた。
質保証の全体像や具体的な取組の報告が役立った。
IR実務担当者なので、嶌田先生と浅野先生、パネルディスカッションのテーマはと
ても参考になりました。

★豊富なアイデアと検証　★ICTの効果的な利用　★その為の専用の教員を採用

基調講演I:展開が早く主張がクリアに掴みにくかった。基調講演II：視点は面白
かったが、最後にもう少し踏み込みがほしかった。

文科省の人の話を聞くことがないため。又、本音や内部事情も少々聞けてよかっ
た。
本学で課題としている点と合致している内容だったため
非常に具体的で（実践的で）わかりやすかった。自校と現状比較しながら大変参
考となった。コーディネーターの力量は相変わらずスゴイ。

基調講演I：高等教育に関する政策の流れがよくわかりました。資料を学内でも共
有します。事業報告I、事業報告II：具体的な事例を伺うことが出来て勉強になりま
した。

・具体的なデータも併せて学外も含めた全学の内部質保証の取組が紹介されて
おり、分かりやすく、かつ参考になった。（事業報告I）　・各発表だけでは分からな
かった内容や会場からの質疑応答があり、刺激を受けた。（パネルディスカッショ
ン）

本日のテーマの趣旨がより深く議論されており参考になった。（ディプロマ・サプリ
メントのあり方等）
学修成果を可視化する取組が具体に紹介されていた。
基礎力テストの結果が興味深かったです。
他大学の優れた先行事例を知ることができたため。
具体性がありました。
ディプロマ・サプリメントについて学びたく参加したため。

I：現在の教育政策の方向性が参考になった。　高知大：質保証、ディプロマ・サプ
リの内容が参考になった。　パネル：日本版ディプロマ・サプリの目的について、
色々な考え方があることがよくわかった。

山形大の直接指標（基盤力テスト）、茨城大のアンケート中での質保証、高知大の
ポートフォリオとIRの分析例と対照的な方法でありながら学習の質を高めるための
効果的手法であることがわかったため。

①基調講演

②基調講演

③事業報告

④事業報告

⑤高知大学事業報告

⑥パネルディスカッション

⑦その他



3　大学教育の質保証について、特に関心のあるものに○をつけてください。（複数回答可）

人数 割合
34 44.7
27 35.5
24 31.6
41 53.9
19 25.0
13 17.1
37 48.7
3 3.9

よろしければ理由をお聞かせください。
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

学内の

内部質

保証シ

ステム

教育プ

ログラ

ムの点

検・評

価

ポート

フォリ

オ

ディプ

ロマ・

サプリ

メント

授業外

学修時

間

アク

ティブ・

ラーニ

ング

教学IR その他

○ ○ ○
○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○
○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○
○ ○

○

○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

⑤授業外学修時間

選択肢
①学内の内部質保証システム
②教育プログラムの点検・評価
③ポートフォリオ
④ディプロマ・サプリメント

大学における教育、研究、社会貢献活動を点検・評価することで本学の
内部質保証につながるようなシンプルかつ効果的方法を求めています。
教学IR、研究IRとの関わりにもとても興味があります。

全学の内部質保証システムの体制整備は喫緊の課題であると考えるた
め。

教学IRによるデータ分析結果を、どう教育改善に結びつけたのかという
プロセスに関心あり

⑥アクティブ・ラーニング
⑦教学IR
⑧その他

関係する業務にたずさわっているので。
業務に関わる内容だから。

学生のキャリア支援、就職支援に携わっているため、学修や経験の蓄
積、能力の伸長を外にどう見せるかに関心がある。

理由

時間増をどう図れば良いか検討中であるため
APで本学が推進中のため。
教育プログラムの評価で、どのような目標を立てたらよいのか、有効な
データがあるのか知りたい。
認証評価対応のため
本学で今後の改革が必要なため
ディプロマ・サプリメント：いわゆる大学版「調査書」であり、大変興味があ
ります。

最初の3つは、本学のAP事業においてもキーとなる取り組みであるため
後半の3つは、本学の課題であるため。
現在、取り組んでいるため。
所属大学でIR活動が遅れているため
点検・評価を円滑に、かつ実質的に行うにはそれに必要なシステム／組
織の整備も必要。
すぐ取りかかるためのヒントがほしいため
質保証の仕方、IRのインパクト、ディプロマ・サプリメントについて、詳しく
お話したお聞きできたため。

可視化と卒業時質保証との関係

IRと学生支援との関係（学生支援の役割）について、いろいろと考えるこ
とができた。やはり、大学の制度上、学生の修学環境・条件（成績評価、
授業目標レベル等）をある程度整える必要がある。それを越えて、学生
支援（修学支援）、学習支援etc.だけに役割（対応）が求められてはいけ
ないと思う。

①学内の内部質保証シス…

②教育プログラムの点検・…

③ポートフォリオ

④ディプロマ・サプリメント

⑤授業外学修時間

⑥アクティブ・ラーニング

⑦教学

⑧その他



高知大学のAP事業について、ご意見・要望等ございましたらお教えください。

大変参考になりました。ありがとうございました。

高知大学のAP事業について、もっと聞きたかったです。時間切れで残念でした。

おつかれさまでした。ありがとうございました。

少ない人数での取組、苦労も多いと思いますが、ぜひ推進していっていただきたいです。応援し
ています。

多面的に実行されており、とても参考になります。

お恥ずかしながら、今年の4月に大学に入職したのですが、本学がAP事業になぜ手を挙げてい
なかったのか、とても疑問です。後2年で終わるということですが、引き続き募集をしていただきた
いと思います。

日頃の業務改善に結びつく、良い情報の多いシンポジウムでした。ありがとうございました。

企画そのもの、発表者+登壇者ともにパッションが伝わってきて大変良かったです。所用があり、
懇親会に参加できず申し訳ありませんが、参加して本当によかったです。他大になりますが、中
村先生の司会が見事でした。お疲れ様でした。

私事ですが高知出身であり、今後も応援しています。頑張って下さい。北海道から出席させてい
ただいて、よかったと思います。ありがとうございました。
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方
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学
教
育
の
改
善

社
会
的
要
請
の
強
い
政
策
課
題
に
対
応ポ
リ
シ
ー
の
明

確
化

と
サ
イ
ク
ル
の
確

立
学

士
課

程
教

育
等

の
質

保
証

な
ど

【
等
】

「大
学

を
動

か
し
た
」画

期
的

な
政

策
で
あ
っ
た
も
の
の
，
新

奇
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発

競
争

や
事

業
内

容
の
固

定
化

等
の
弊

害
も
指

摘
さ
れ
る
。

↓
過

去
に
教

育
改

革
に
取

り
組

ん
で
き

た
実

績
の
あ
る
大

学
を
対

象
に
，
国

と
し
て
進

め
る
べ
き
方

向
性

に
合

致
し
た

取
組

を
支

援
。

大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
）

～
，

件
（４

～
６
年

間
）

※
～

予
定

３
ポ
リ
シ
ー
を
踏

ま
え
た
入

口
か
ら
出

口
ま
で
質

保
証

を
伴

っ
た
教

育
改

革

国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
（意

見
ま
と
め
，

）よ
り

将
来

像
答

申
以

降
の
政

策
（答

申
，
制

度
，
予

算
） 

2 
出

所
）国

立
教

育
政

策
研

究
所

「学
習

成
果

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

イ
ン
パ

ク
ト
に
関

す
る
総

合
的

研
究

」
年

○
学

修
成

果
に
基

づ
く
大

学
教

育
の

質
保

証
は

，
国

際
的

に
も

共
通

し
て
重

視
さ
れ

て
い
る

学
修

成
果

の
習

得
を
要

件
と
す
る
単

位
認

定
の

制
度

を
確

立
し
た
り
，
単

位
や

学
位

の
互

換
性

や
等

価
性

を
保

証
す
る
仕

組
み

を
推

進
し
た
り
す
る

こ
と
で
，
大

学
教

育
の

範
囲

と
水

準
に
緩

や
か

な
標

準
性

を
も
た
せ

る
タ
イ

プ
（

ド
イ
ツ
，
フ
ラ
ン
ス
，
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
，
英

国
等

）

大
学

の
多

様
性

と
自

律
性

を
強

調
し
，
参

照
基

準
と
し
て
の

学
修

成
果

の
導

入
に
よ
る
大

学
教

育
の

標
準

化
と
断

固
と
し
て
潔

し
と
せ

ず
，
出

口
段

階
で
の

学
修

成
果

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
志

向
す
る
タ
イ
プ

（
ア
メ
リ
カ
，
韓

国
，
メ
キ
シ
コ
等

）

学
修

成
果

に
基

づ
く
質

保
証
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「何
を
教

え
る
の

か
」
→
「何

が
身

に
付

く
の

か
」

学
生

の
学

修
目

標
の

明
確

化

↓

主
体

的
な
学

び
の

促
進

↓

基
礎

的
・汎

用
的

能
力

等
の

伸
長

不
断

の
教

育
改

革

↑

教
育

成
果

の
発

信

↑

学
修

成
果

の
把

握

学
修

成
果

に
基

づ
く
内

部
質

保
証

 

4 

生
き
る
力

学
士

力
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

社
会

人
基

礎
力

主
体

中
央

教
育

審
議

会
（

）
中

央
教

育
審

議
会

（
）

（
）

経
済

産
業

省
（研

究
会
）

（
）

趣
旨

変
化

の
激

し
い
こ
れ

か
ら
の

社
会

を
生

き
る
子

ど
も
た
ち

に
身

に
付

け
さ
せ

た
い
力

各
専

攻
分

野
を
通

じ
て
培

う
，

学
士

課
程

共
通

の
学

習
成

果

単
な
る
知

識
や

技
能

だ
け
で

は
な
く
，
技

能
や

態
度

を
含

む
様

々
な
心

理
的

・社
会

的
な
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
，

特
定

の
文

脈
の

中
で
複

雑
な
課

題
に
対

応
す
る
こ
と
が

で
き
る
力

職
場

や
地

域
社

会
の

中
で

多
様

な
人

々
と
と
も
に
仕

事
を
行

っ
て
い
く
上

で
必

要
な

基
礎

的
な
能

力

内
容

○
確

か
な
学

力

○
豊

か
な
人

間
性

○
た
く
ま
し
く
生

き
る
た
め
の

健
康

や
体

力

○
知

識
・理

解

○
汎

用
的

技
能

○
態

度
・志

向
性

○
統

合
的

な
学

習
経

験
と
創

造
的

思
考

力

○
社

会
・文

化
的

，
技

術
的

ツ
ー
ル

を
相

互
作

用
的

に
活

用
す
る
力

○
多

様
な
社

会
グ
ル

ー
プ
に

お
け
る
人

間
関

係
形

成
能

力 ○
自

立
的

に
行

動
す
る
能

力

○
前

に
踏

み
出

す
力

（ア
ク
シ
ョ
ン
）

○
考

え
抜

く
チ
カ
ラ

（シ
ン
キ
ン
グ
）

○
チ
ー
ム
で
働

く
チ
カ
ラ

（チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

他
，
「就

職
基

礎
能

力
」（

），
「エ

ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
」（

）（
い
ず
れ

も
厚

生
労

働
省

）が
あ
る
。

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
キ
ャ
リ
ア
教

育
・職

業
教

育
特

別
部

会
「今

後
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
・職

業
教

育
の

在
り
方

に
つ
い
て

参
考

資
料

」平
成

年

基
礎

的
・汎

用
的

能
力

 

5 

高
大

接
続

改
革

の
必

要
性

 

 
 

学
力
の
３
要
素
を
多
面
的
に
評
価
す
る

 
 

高
校
ま
で
に
培
っ
た
力
を
更
に

向
上
･
発
展
さ
せ
，
社
会
に
送

り
出
す
た
め
の

学
力
の
３
要
素
を
育
成
す
る

 
 

●
国
際
化
，
情
報
化
の
急
速
な

進
展
→
社
会
構
造
も
急
速

に
，
か
つ
大
き
く
変
革
。

●
知
識
基
盤
社
会
の
な
か
で
，

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く

力
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
。

●
社
会
で
自
立
的
に
活
動
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
「
学
力
の

３
要
素
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

む
こ
と
が
必
要
。

【
学
力
の
３
要
素
】

①
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得

②
（
①
を
基
に
し
た
）
思
考
力
，

判
断
力
，
表
現
力

③
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々

と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度

高
等

学
校

教
育

・大
学

教
育

・大
学

入
学

者
選
抜

の
一

体
的

改
革

（高
大

接
続

改
革

）
 

6 

高
大

接
続

改
革
の

全
体

像
イ
メ
ー
ジ
（高

大
接

続
シ
ス
テ
ム
改
革
会

議
最
終

報
告
よ
り
）

－
「
高

等
学
校
教

育
」、

「大
学
教
育
」、

「大
学

入
学
者

選
抜
」の

一
体
的
改

革
に
よ
る
「学

力
の
３
要
素
」の

伸
長

－

◎
明

確
な
「入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」に
基

づ
き
、

「
学

力
の

３
要

素
」を

多
面

的
・総

合
的

に
評

価
す
る
選

抜
へ

改
善

※
入

学
希

望
者

に
求
め

る
能

力
と

評
価

方
法
の

関
係

の
明

確
化

と
そ
れ

に
基

づ
く

選
抜

•
新

た
な
選

抜
実

施
ル

ー
ル

の
構

築
•

「
調

査
書

」
の

改
善

や
「
学
修

計
画
書

」等
の

充
実

◎
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

の
一

層
の

重
視

・
記

述
式

問
題

の
段

階
的

導
入

平
成

３
２
～

３
５
年

度
：短

文
記

述
式

平
成

３
６
年

度
～

：よ
り
文

字
数

の
多

い
記

述
式

・
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式

問
題

の
改
善

（平
成

３
２
年

度
～

）

・
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

検
討

・導
入

（平
成

３
６
年

度
以

降
の
導

入
を
目

指
す
）

※
複

数
回

実
施

に
つ
い
て
は

、
日

程
上

の
課

題
や

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

導
入

、
等

化
等

な
ど
を
中

心
と
し
て
、
引

き
続

き
検

討

→
「最

終
報

告
」後

、
「大

学
入

学
者

選
抜

方
法

の
改

善
に
関

す
る

協
議

」の
場

で
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
（平

成
３
２
年

度
に
実

施
さ
れ

る
選

抜
か

ら
適

用
）

高
等

学
校
教
育

改
革

→
「最

終
報

告
」後

、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
、
関

係
団

体
等

の
参

画
を
得

て
、
実

証
的

・専
門

的
検

討
、
新

テ
ス
ト
の

実
施

方
針

（平
成

２
９
年

度
初

頭
）に

反
映

•
関

係
省

令
の

改
正

（「
三

つ
の

方
針

」の
一

体
的

な
策

定
・
公
表

の
制
度

化
）

（平
成

２
８
年

３
月

改
正

、
平

成
２
９
年

４
月

施
行

）

•
「三

つ
の

方
針

」の
策

定
・運

用
に
関

す
る
「参

考
指

針
」の

作
成

（
平

成
年

月
）

•
各

大
学

に
お
い
て
育

成
を
目

指
す
人

材
像

や
具

体
的
な
教

育
活

動
の

明
確
化

•
入

学
か

ら
卒

業
ま
で
の

、
大

学
教

育
を
充

実
す
る
た
め
の

サ
イ
ク
ル

を
強

化

✔
三

つ
の

方
針

（
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
、
教

育
課

程
編

成
・
実

施
、

入
学

者
受

入
れ

）
に
基

づ
く

大
学

教
育

の
質

的
転

換

✔
認

証
評

価
制

度
の

改
善

•
高

大
接

続
改

革
の

趣
旨

を
踏

ま
え
た
評

価
項
目

・方
法

の
改
善

（「
三

つ
の

方
針

」
に
基

づ
く
大

学
教

育
の

質
的

転
換

促
進

や
、
内

部
質

保
証

を
重
視

し
た
評
価

）
（平

成
３
０
年

度
か

ら
始

ま
る
第

３
サ

イ
ク
ル

の
評

価
に
反

映
）

✔
学

習
指

導
要

領
の

抜
本

的
な
見

直
し

✔
学

習
・
指

導
方

法
の

改
善

✔
多

面
的

な
評

価
の

推
進

•
育

成
す
べ

き
資

質
・能

力
を
踏

ま
え
た
教

科
・
科

目
等
の

見
直

し
（
「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
、
「
数

理
探

究
（
仮

称
）
」
、
情

報
活

用
能

力
を
育

成
す
る
新

科
目

な
ど
）

•
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の

普
及

・促
進

•
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

視
点

か
ら
の
学

習
・指

導
方
法

の
改
善

•
教

員
の

養
成

・
採

用
・
研

修
の
見

直
し

•
学

習
評

価
の

改
善

•
多

様
な
学

習
成

果
を
測

定
す
る
ツ
ー
ル

の
充

実
→
「
高

等
学

校
基

礎
学

力
テ
ス
ト
（
仮

称
）」

の
導

入
基

礎
学

力
の

定
着

度
合

い
を
把

握
し
、
指

導
の

工
夫

に
生

か
す
仕

組
み

。
導

入
を
検

討
。

（平
成

３
１
～

３
４
年

度
：試

行
実

施
、
平

成
３
５
年
度

～
：新

学
習

指
導

要
領

に
対

応
）

→
農

・工
・商

業
な
ど
の

検
定

試
験

や
英

語
な
ど
の
民

間
検

定
試

験
の

利
活

用
の

促
進

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
確
実
な
育
成
》

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
多
面
的
・
総
合
的
評
価
》

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
更
な
る
伸
長
》

大
学

教
育
改
革

→
「
最

終
報

告
」
後

、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
、
関

係
団

体
等

の
理

解
と
協

力
を
得

て
、

実
証

的
・
専

門
的

検
討

、
新

テ
ス
ト
の

実
施

方
針

（
平

成
２
９
年

度
初

頭
）
に
反

映

大
学

入
学
者
選

抜
改
革

✔
「
大

学
入

学
希

望
者

学
力

評
価

テ
ス
ト
（
仮

称
）
」

の
導

入
（平

成
３
２
年

度
～

実
施

、
平

成
３
６
年

度
か
ら
は

新
学

習
指

導
要

領
に
対

応
）

✔
個

別
入

学
者

選
抜

の
改

革
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三
つ
の
方
針
の
策
定
・
公
表
に
関
す
る
省
令
改
正

・生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
持
ち
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
人
材
を
育
成
す
る
大
学
教
育
の
実
現

・大
学
教
育
の
「入

口
」か

ら
「出

口
」ま

で
を
一
貫
し
た
も
の
と
し
て
構
築
し
、
高
等
学
校
や
産
業
界
を
は
じ
め
広
く
社
会
に
発
信

大
学
教
育
の
充
実
に
向
け
た

サ
イ
ク
ル
の
確
立

各
大

学
の

教
育

理
念

を
踏

ま
え
、

一
貫

性
あ
る
も
の

と
し
て
策

定

卒
業
認
定
・学
位
授
与
の
方
針
（
デ
ィプ
ロ
マ
・ポ
リシ
ー
）

学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・能

力
の
明
確
化

＜
サ
イ
ク
ル
の
起
点
＞

教
育
課
程
編
成
・実
施
の
方
針
（
カ
リキ
ュラ
ム
・ポ
リシ
ー
）

体
系
的
で
組
織
的
な
教
育
活
動
の
展
開
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成
、

教
育
内
容
・方

法
、
学
修
成
果
の
評
価
方
法
の
明
確
化

入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ドミ
ッシ
ョン
・ポ
リシ
ー
）

入
学
者
に
求
め
る
学
力
の
明
確
化
、

具
体
的
な
入
学
者
選
抜
方
法
の
明
示

≪
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
改
正
≫

全
て
の

大
学
等
に
お
い
て
、
以

下
の
三
つ
の

方
針
を
一

貫
性

あ
る
も
の
と
し
て
策

定
し
、
公

表
す
る
も
の
と
す
る
。

①
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
の

方
針

、
②

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

、
③

入
学

者
受

入
れ

の
方

針
（平

成
年

月
日
改
正
、
平
成

年
４
月
１
日
施
行
）

大
学
教
育
の

質
的
転
換

各
大

学
の
建
学
の

精
神

や
強

み
・特

色
等
を
踏
ま
え
た
自
主
的

・自
律
的
な
三
つ
の

方
針
の
策
定
と
運
用
の
参
考

指
針

≪
三
つ
の
方
針
の
策
定
及
び
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ドラ
イ
ン
≫

（
主

な
内

容
）

・
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
単
位
は
、
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（授

与
さ
れ
る
学
位
の
専
攻
分
野
ご
と
の
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
課
程
）を

基
本
に
、
各
大
学
が
適
切
に

判
断
。

・
各
大
学
に
お
い
て
、

①
卒
業
ま
で
に
学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
資
質
・能

力
を
示
す
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
と
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
編
成
・実

施
の
在
り
方
を

示
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ポ

リ
シ
ー
、
②
こ
れ
ら
二
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
踏
ま
え
て
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・ポ

リ
シ
ー
を
、
そ
れ
ぞ
れ
策
定

。

・
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
大
学
教
育
の
諸
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
の
自
己
点
検
・評

価
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
改
善
に
取
り
組
み
、
大
学
教
育

の
内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
確
立
。

・
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
と
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
の
実
績
等
を
分
か
り
や
す
く
積
極
的
に
情
報
公
開
す
る
こ
と
で
、
高
校
の
進
路
指
導
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
産
業
界
か

ら
の
理
解
を
得
て
連
携
を
強
化
。

（平
成

年
月

日
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
教
育
部
会
）
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【
経

緯
等

】
≪

背
景
・課

題
≫

○
大
学
の
質
保
証
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
に
第
三
者
評
価
制
度
で
あ
る
認
証
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
、
現
在

巡
目
の
評
価
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
行
の
認
証
評
価
制
度
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

・法
令

適
合

性
等

の
外

形
的

な
評

価
項

目
等

が
多

く
、
必

ず
し
も
教

育
研

究
活

動
の

質
的

改
善

が
中

心
と
な
っ
て
い
な
い

・評
価

結
果

を
教

育
研

究
活

動
の

改
善

に
活

か
す
仕

組
み

が
十

分
で
は

な
い

・社
会

一
般

に
お
け
る
認

証
評

価
の

認
知

度
が

十
分

で
は

な
い

≪
平

成
年

月
日
≫

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
「
認

証
評
価
制

度
の
充
実
に
向
け
て
（審

議
ま
と
め
）
」を

と
り
ま
と
め

⇒
審
議
ま
と
め
を
踏
ま
え
、
「
学

校
教
育

法
第

百
十
条

第
二
項
に
規
定

す
る
基
準
を
適
用
す
る
に
際
し
て
必
要
な
細
目
を
定
め
る
省
令

の
一

部
を
改
正

す
る
省
令

」
を

平
成

年
月

日
公
布
、
平
成

年
月

日
施
行

中
央

教
育
審
議

会
大
学
分
科
会
大
学
教
育

部
会
を
中
心
に

認
証

評
価

制
度
の
改
善
に
向
け
検
討

【
省

令
改

正
内

容
】

○
大

学
評

価
基
準

に
お
い
て
定

め
る
評
価
事
項
関
連

（
１
）大

学
評

価
基

準
に
お
け
る
共

通
項

目
の

充
実

大
学

評
価

基
準

に
共

通
し
て
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事

項
と
し
て
、
以
下

の
点

を
追
加

す
る
も
の
と
す
る
。

①
三

つ
の

方
針

（※
）に

関
す
る
こ
と
。

②
教

育
研

究
活

動
等

の
改

善
を
継

続
的

に
行
う
仕
組

み
（内

部
質

保
証
）に

関
す
る
こ
と
。

（
２
）重

点
評

価
項

目
の

設
定

大
学

評
価

基
準

に
定

め
る
項
目

の
う
ち
、
内
部

質
保

証
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

、
重
点

的
に
認

証
評

価
を
行

う
も
の

と
す
る
。

（
３
）設

置
計

画
履

行
状

況
等

調
査

（
）と

の
連

携
認

証
評

価
機

関
は

の
結

果
を
踏

ま
え
た
文

部
科

学
大

臣
の

意
見

に
お
い
て
「是

正
意

見
」「
改
善

意
見

」が
付
さ
れ

た
大

学
に
対
す
る
評
価

を
行
う

に
当

た
っ
て
は

、
当
該

意
見

に
対

し
て
講
じ
た
措
置

を
把
握

す
る
も
の
と
す
る
。

※
卒

業
認

定
・学

位
授

与
の
方

針
（デ

ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
）、

教
育

課
程

編
成
・実

施
の

方
針
（カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・ポ

リ
シ
ー
）、

入
学
者

受
入
れ

の
方
針

（ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・ポ

リ
シ
ー
）

認
証

評
価

制
度

の
改

善
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○
評

価
の

質
の

向
上

（
１
）認

証
評

価
機

関
の

自
己

点
検

・評
価

の
義

務
化

認
証

評
価

機
関

は
、
大
学

評
価

基
準

、
評

価
方

法
、
評
価

の
実

施
状

況
並

び
に
組
織

及
び
運
営

の
状

況
に
つ
い
て
自

ら
点
検

及
び
評
価

を
行
い
、

そ
の

結
果

を
公

表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）認

証
評

価
機

関
に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

認
証

評
価

機
関

は
、
評
価

の
結

果
、
改
善

が
必

要
と
さ
れ

る
事
項

を
指
摘

し
た
大

学
の

教
育

研
究

活
動

等
の

状
況

に
つ
い
て
、
当

該
大

学
の

求
め
に

応
じ
、
再

度
評

価
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（
３
）評

価
に
お
け
る
社

会
と
の

関
係

強
化

認
証

評
価

機
関

は
、
そ
の

評
価

方
法

に
、
高

等
学

校
、
地

方
公

共
団

体
、
民
間

企
業

等
の

関
係

者
か
ら
の

意
見

聴
取
が
含

ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

【
中

教
審

審
議

ま
と
め
を
踏

ま
え
た
取

組
】

○
各

大
学

等
が

、
教

育
研

究
の
質
の
確

保
に
資
す
る
内
部

質
保
証

の
体
制

の
構
築
等
に
取
り
組
む
際

、
ま
た
認
証
評

価
機

関
が

大
学

評
価
基
準
等

を
見

直
し
、
認
証
評
価

を
行
う
際
に
は

、
以

下
の
よ
う
な
事
項
に
取
り
組
む
。

・内
部

質
保

証
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
優

れ
た
取
組

等
を
実

施
し
て
い
る
と
評
価

し
た
大

学
等

に
対

し
、
次

回
評

価
に
お
い
て
評
価

内
容

及
び
方

法
の

弾
力

化
に
よ
り
評

価
の

効
率

化
を
図

る
こ
と
。
ま
た
、
法

令
遵

守
事

項
に
つ
い
て
は

、
評

価
書

や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

確
認

な
ど
方

法
の

簡
略

化
を
図
る
こ
と
。

・大
学

の
自

己
点

検
・評

価
の
段

階
か

ら
客
観

的
な
デ
ー
タ
や
指

標
の

積
極

的
な
活

用
、
認
証

評
価

機
関

に
お
い
て
も
定
量

的
な
評

価
の

実
施

や
エ
ビ
デ
ン
ス
の

収
集

強
化

に
取

り
組

む
こ
と
。

・教
育

の
質

的
転

換
を
促

進
す
る
た
め
､各

大
学

等
が

学
生

の
学

修
状

況
の

把
握

・評
価
の

実
施

状
況

に
つ
い
て
の
評

価
に
取

り
組

む
こ
と
。

・評
価

の
過

程
に
お
い
て
、
認
証

評
価

と
社
会

と
の

関
係

強
化

等
の

観
点

か
ら
、
高
等

学
校

、
地

方
公

共
団

体
、
企

業
、
学
生

等
か

ら
の
意

見
聴

取
に
取

り
組

む
こ
と
。

・重
点

評
価

項
目

で
あ
る
内

部
質

保
証

に
つ
い
て
段
階

別
評

価
の

活
用
な
ど
、
評

価
結

果
を
社

会
一

般
に
対

し
て
分
か

り
や

す
く
発

信
す
る
と

と
も
に
、
特

に
優

れ
た
取
組

を
積
極

的
に
公

表
す
る
こ
と
。

・認
証

評
価

に
係

る
各

大
学
等

の
負

担
の

軽
減

の
た
め
、
国

立
大

学
法

人
評

価
な
ど
の
他
の

評
価

に
お
け
る
教

育
研

究
に
関
す
る
評

価
資

料
及

び
結

果
も
活

用
し
た
評
価

に
取
り
組
む
こ
と
。

※
高
等
専
門
学
校
の
教
育
研
究
等
の
総
合
的
な
状
況
に
係
る
認
証
評
価
（機

関
別
評
価
）に

お
い
て
も
、
上
記
省
令
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

認
証

評
価

制
度

の
改

善
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大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（

）

「何
を
教

え
る
の

か
」
→
「何

が
身

に
付

く
の

か
」

学
生

の
学

修
目

標
の

明
確

化

↓

主
体

的
な
学

び
の

促
進

↓

基
礎

的
・汎

用
的

能
力

等
の

伸
長

不
断

の
教

育
改

革

↑

教
育

成
果

の
発

信

↑

学
修

成
果

の
把

握

学
修

成
果

に
基

づ
く
内

部
質

保
証

 

4 

生
き
る
力

学
士

力
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

社
会

人
基

礎
力

主
体

中
央

教
育

審
議

会
（

）
中

央
教

育
審

議
会

（
）

（
）

経
済

産
業

省
（研

究
会
）

（
）

趣
旨

変
化

の
激

し
い
こ
れ

か
ら
の

社
会

を
生

き
る
子

ど
も
た
ち

に
身

に
付

け
さ
せ

た
い
力

各
専

攻
分

野
を
通

じ
て
培

う
，

学
士

課
程

共
通

の
学

習
成

果

単
な
る
知

識
や

技
能

だ
け
で

は
な
く
，
技

能
や

態
度

を
含

む
様

々
な
心

理
的

・社
会

的
な
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
活

用
し
て
，

特
定

の
文

脈
の

中
で
複

雑
な
課

題
に
対

応
す
る
こ
と
が

で
き
る
力

職
場

や
地

域
社

会
の

中
で

多
様

な
人

々
と
と
も
に
仕

事
を
行

っ
て
い
く
上

で
必

要
な

基
礎

的
な
能

力

内
容

○
確

か
な
学

力

○
豊

か
な
人

間
性

○
た
く
ま
し
く
生

き
る
た
め
の

健
康

や
体

力

○
知

識
・理

解

○
汎

用
的

技
能

○
態

度
・志

向
性

○
統

合
的

な
学

習
経

験
と
創

造
的

思
考

力

○
社

会
・文

化
的

，
技

術
的

ツ
ー
ル

を
相

互
作

用
的

に
活

用
す
る
力

○
多

様
な
社

会
グ
ル

ー
プ
に

お
け
る
人

間
関

係
形

成
能

力 ○
自

立
的

に
行

動
す
る
能

力

○
前

に
踏

み
出

す
力

（ア
ク
シ
ョ
ン
）

○
考

え
抜

く
チ
カ
ラ

（シ
ン
キ
ン
グ
）

○
チ
ー
ム
で
働

く
チ
カ
ラ

（チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

他
，
「就

職
基

礎
能

力
」（

），
「エ

ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
」（

）（
い
ず
れ

も
厚

生
労

働
省

）が
あ
る
。

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
キ
ャ
リ
ア
教

育
・職

業
教

育
特

別
部

会
「今

後
の

キ
ャ
リ
ア
教

育
・職

業
教

育
の

在
り
方

に
つ
い
て

参
考

資
料

」平
成

年

基
礎

的
・汎

用
的

能
力
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高
大

接
続

改
革

の
必

要
性

 

 
 

学
力
の
３
要
素
を
多
面
的
に
評
価
す
る

 
 

高
校
ま
で
に
培
っ
た
力
を
更
に

向
上
･
発
展
さ
せ
，
社
会
に
送

り
出
す
た
め
の

学
力
の
３
要
素
を
育
成
す
る

 
 

●
国
際
化
，
情
報
化
の
急
速
な

進
展
→
社
会
構
造
も
急
速

に
，
か
つ
大
き
く
変
革
。

●
知
識
基
盤
社
会
の
な
か
で
，

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く

力
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
。

●
社
会
で
自
立
的
に
活
動
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
「
学
力
の

３
要
素
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

む
こ
と
が
必
要
。

【
学
力
の
３
要
素
】

①
知
識
・
技
能
の
確
実
な
習
得

②
（
①
を
基
に
し
た
）
思
考
力
，

判
断
力
，
表
現
力

③
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々

と
協
働
し
て
学
ぶ
態
度

高
等

学
校

教
育

・大
学

教
育

・大
学

入
学

者
選
抜

の
一

体
的

改
革

（高
大

接
続

改
革

）
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高
大

接
続

改
革
の

全
体

像
イ
メ
ー
ジ
（高

大
接

続
シ
ス
テ
ム
改
革
会

議
最
終

報
告
よ
り
）

－
「
高

等
学
校
教

育
」、

「大
学
教
育
」、

「大
学

入
学
者

選
抜
」の

一
体
的
改

革
に
よ
る
「学

力
の
３
要
素
」の

伸
長

－

◎
明

確
な
「入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」に
基

づ
き
、

「
学

力
の

３
要

素
」を

多
面

的
・総

合
的

に
評

価
す
る
選

抜
へ

改
善

※
入

学
希

望
者

に
求
め

る
能

力
と

評
価

方
法
の

関
係

の
明

確
化

と
そ
れ

に
基

づ
く

選
抜

•
新

た
な
選

抜
実

施
ル

ー
ル

の
構

築
•

「
調

査
書

」
の

改
善

や
「
学
修

計
画
書

」等
の

充
実

◎
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

の
一

層
の

重
視

・
記

述
式

問
題

の
段

階
的

導
入

平
成

３
２
～

３
５
年

度
：短

文
記

述
式

平
成

３
６
年

度
～

：よ
り
文

字
数

の
多

い
記

述
式

・
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式

問
題

の
改
善

（平
成

３
２
年

度
～

）

・
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

検
討

・導
入

（平
成

３
６
年

度
以

降
の
導

入
を
目

指
す
）

※
複

数
回

実
施

に
つ
い
て
は

、
日

程
上

の
課

題
や

Ｃ
Ｂ
Ｔ
の

導
入

、
等

化
等

な
ど
を
中

心
と
し
て
、
引

き
続

き
検

討

→
「最

終
報

告
」後

、
「大

学
入

学
者

選
抜

方
法

の
改

善
に
関

す
る

協
議

」の
場

で
具

体
的

な
在

り
方

を
検

討
（平

成
３
２
年

度
に
実

施
さ
れ

る
選

抜
か

ら
適

用
）

高
等

学
校
教
育

改
革

→
「最

終
報

告
」後

、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
、
関

係
団

体
等

の
参

画
を
得

て
、
実

証
的

・専
門

的
検

討
、
新

テ
ス
ト
の

実
施

方
針

（平
成

２
９
年

度
初

頭
）に

反
映

•
関

係
省

令
の

改
正

（「
三

つ
の

方
針

」の
一

体
的

な
策

定
・
公
表

の
制
度

化
）

（平
成

２
８
年

３
月

改
正

、
平

成
２
９
年

４
月

施
行

）

•
「三

つ
の

方
針

」の
策

定
・運

用
に
関

す
る
「参

考
指

針
」の

作
成

（
平

成
年

月
）

•
各

大
学

に
お
い
て
育

成
を
目

指
す
人

材
像

や
具

体
的
な
教

育
活

動
の

明
確
化

•
入

学
か

ら
卒

業
ま
で
の

、
大

学
教

育
を
充

実
す
る
た
め
の

サ
イ
ク
ル

を
強

化

✔
三

つ
の

方
針

（
卒

業
認

定
・
学

位
授

与
、
教

育
課

程
編

成
・
実

施
、

入
学

者
受

入
れ

）
に
基

づ
く

大
学

教
育

の
質

的
転

換

✔
認

証
評

価
制

度
の

改
善

•
高

大
接

続
改

革
の

趣
旨

を
踏

ま
え
た
評

価
項
目

・方
法

の
改
善

（「
三

つ
の

方
針

」
に
基

づ
く
大

学
教

育
の

質
的

転
換

促
進

や
、
内

部
質

保
証

を
重
視

し
た
評
価

）
（平

成
３
０
年

度
か

ら
始

ま
る
第

３
サ

イ
ク
ル

の
評

価
に
反

映
）

✔
学

習
指

導
要

領
の

抜
本

的
な
見

直
し

✔
学

習
・
指

導
方

法
の

改
善

✔
多

面
的

な
評

価
の

推
進

•
育

成
す
べ

き
資

質
・能

力
を
踏

ま
え
た
教

科
・
科

目
等
の

見
直

し
（
「
歴

史
総

合
（
仮

称
）
」
、
「
数

理
探

究
（
仮

称
）
」
、
情

報
活

用
能

力
を
育

成
す
る
新

科
目

な
ど
）

•
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の

普
及

・促
進

•
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

視
点

か
ら
の
学

習
・指

導
方
法

の
改
善

•
教

員
の

養
成

・
採

用
・
研

修
の
見

直
し

•
学

習
評

価
の

改
善

•
多

様
な
学

習
成

果
を
測

定
す
る
ツ
ー
ル

の
充

実
→
「
高

等
学

校
基

礎
学

力
テ
ス
ト
（
仮

称
）」

の
導

入
基

礎
学

力
の

定
着

度
合

い
を
把

握
し
、
指

導
の

工
夫

に
生

か
す
仕

組
み

。
導

入
を
検

討
。

（平
成

３
１
～

３
４
年

度
：試

行
実

施
、
平

成
３
５
年
度

～
：新

学
習

指
導

要
領

に
対

応
）

→
農

・工
・商

業
な
ど
の

検
定

試
験

や
英

語
な
ど
の
民

間
検

定
試

験
の

利
活

用
の

促
進

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
確
実
な
育
成
》

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
多
面
的
・
総
合
的
評
価
》

《
「
学
力
の
３
要
素
」
の
更
な
る
伸
長
》

大
学

教
育
改
革

→
「
最

終
報

告
」
後

、
文

部
科

学
省

に
お
い
て
、
関

係
団

体
等

の
理

解
と
協

力
を
得

て
、

実
証

的
・
専

門
的

検
討

、
新

テ
ス
ト
の

実
施

方
針

（
平

成
２
９
年

度
初

頭
）
に
反

映

大
学

入
学
者
選

抜
改
革

✔
「
大

学
入

学
希

望
者

学
力

評
価

テ
ス
ト
（
仮

称
）
」

の
導

入
（平

成
３
２
年

度
～

実
施

、
平

成
３
６
年

度
か
ら
は

新
学

習
指

導
要

領
に
対

応
）

✔
個

別
入

学
者

選
抜

の
改

革

7 
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テ
ー
マ
Ⅰ

：
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
（

件
）

学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
教

授
・
学

習
法

の
実

施
に
よ
り
，
認

知
的

能
力

や
教

養
等

を
含

め
た
汎

用
的

能
力

の
育

成
を
図

る
取

組
（
課

題
解

決
型

学
習

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

の
双

方
向

型
授
業
の
実
施

等
）

各
種

指
標

を
用

い
て
学

修
成

果
の
可

視
化

を
行

い
，
そ
の
結

果
を
基

に
教

育
内

容
・
方

法
等

の
改

善
を
行
う
取
組

（
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構

築
，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
実
施

等
）

テ
ー
マ
Ⅱ

：
学

修
成
果

の
可

視
化
（

件
）

テ
ー
マ
Ⅰ

・
テ
ー
マ
Ⅱ
複
合

型
（

件
）

テ
ー
マ
Ⅲ

：
高

大
接
続

（
件

）

高
校

関
係

者
と
大

学
関

係
者

と
の
間

で
互

い
の
教

育
目

標
や
教

育
内

容
，
方

法
に
つ
い
て
相

互
理

解
を
図

る
こ
と
等

に
よ
り
，
高

校
教

育
と
大

学
教

育
の
連

携
を
強

力
に
進

め
る
取

組
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
プ

レ
イ
ス
メ
ン
ト
や
初

年
次

教
育

の
実

施
等

）

テ
ー
マ
Ⅳ

：
長
期

学
外

学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
（ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
）（

件
）

テ
ー
マ
Ⅴ

：
卒

業
時

に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強
化

（
件

）

●
徳
島
大
学

・県
立
広
島
大
学

・立
正
大
学

・京
都
光
華
女
子
大
学

・徳
山
大
学

・福
岡
工
業
大
学

・崇
城
大
学

・仙
台
高
等
専
門
学
校

・明
石
工
業
高
等
専
門
学
校

・横
浜
国
立
大
学

●
北
九
州
市
立
大
学

・八
戸
工
業
大
学

・東
京
女
子
大
学

・新
潟
工
科
大
学

・福
岡
歯
科
大
学

・富
山
短
期
大
学

・阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

・宇
都
宮
大
学

・金
沢
大
学

・山
口
大
学

・長
崎
大
学

・大
阪
府
立
大
学

・共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

・芝
浦
工
業
大
学

・玉
川
大
学

・東
京
電
機
大
学

・東
京
理
科
大
学

・創
価
大
学

・産
業
能
率
大
学

・金
沢
工
業
大
学

・京
都
外
国
語
大
学

・関
西
大
学

・関
西
国
際
大
学

・比
治
山
大
学
，
比
治
山
大
学
短
期

大
学
部

・宮
崎
国
際
大
学

●
京
都
光
華
女
子
大
学

短
期
大
学
部

・福
岡
医
療
短
期
大
学

・岐
阜
工
業
高
等
専
門
学
校

・千
葉
大
学

●
東
京
農
工
大
学

・愛
媛
大
学

・三
重
県
立
看
護
大
学

・杏
林
大
学

・小
樽
商
科
大
学

●
新
潟
大
学

・神
戸
大
学

・福
岡
女
子
大
学

・工
学
院
大
学

・津
田
塾
大
学

・文
化
学
園
大
学

・武
蔵
野
大
学

・東
京
工
科
大
学

・浜
松
学
院
大
学

・長
崎
短
期
大
学

・宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校

入
学

直
後

等
に
，
１
か
月

以
上

の
長

期
の
「
学

外
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開

発
・
実

施
す
る
取

組
（
学

事
暦

の
見

直
し
，
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
実

施
等

）

卒
業

段
階

で
ど
れ
だ
け
の
力

を
身

に
付

け
た
の
か
を
客

観
的

に
評

価
す
る
仕

組
み
や
，
そ
の
成

果
を
よ

り
目

に
見

え
る
形

で
社

会
に
提

示
す
る
た
め
の
効

果
的

な
手

法
等

を
開

発
す
る
取

組
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開

発
等

）

・山
形
大
学

・茨
城
大
学

・東
京
外
国
語
大
学

・高
知
大
学

・鹿
屋
体
育
大
学

・大
阪
市
立
大
学

・兵
庫
県
立
大
学

・千
歳
科
学
技
術
大
学

・東
北
公
益
文
科
大
学

・東
日
本
国
際
大
学

・東
京
薬
科
大
学

・東
京
都
市
大
学

●
日
本
福
祉
大
学

・大
阪
工
業
大
学

・日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学

・東
海
大
学
短
期
大
学
部

・山
梨
学
院
短
期
大
学

・松
本
大
学
松
商
短
期
大
学
部

・徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

志
願

者
の
意

欲
・
能

力
・
適

性
を
多

面
的

・
総

合
的

に
評

価
・
判

定
す
る
入

学
者

選
抜

方
法

を
開

発
・
実
施
す
る
取
組

（
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
や
発

想
を
重

視
し
た
課

題
解

決
型

の
入

試
等

の
開

発
等

）

テ
ー
マ
Ⅲ

：
入

試
改

革
（

件
）

・お
茶
の
水
女
子
大
学

・岡
山
大
学

・追
手
門
学
院
大
学

高
等

学
校

や
社

会
と
の
円

滑
な
接
続

の
下

，
３
つ
の
方

針
（
「
卒

業
認
定

・学
位

授
与

の
方

針
」
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
）
，
「
教

育
課

程
編
成

・
実

施
の
方

針
」
（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・ポ

リ
シ
ー
），

「入
学
者
受
入
れ
の
方
針
」（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン

・ポ
リ
シ
ー
））
に
基
づ
き
，
入
口
か
ら
出
口
ま
で
質
保
証
の
伴
っ
た
大
学
教
育
を
推
進

●
：テ

ー
マ
別

幹
事

校

平
成

年
度
概
算
要
求
額

億
円
（平

成
年
度
予
算
額

億
円
）

 
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
「高
大
接
続
改
革
推
進
事
業
」 

現
在

，
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
人
材
は
高
度
化

・
多
様
化
し
て
お
り
，
大
学
は
待
っ
た
な
し
で
改
革
に
取
り
組
み
，
若
者
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
，
社
会
の
期

待
に
応
え
る
た

め
，
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
，
学
生

が
徹
底
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
必
要

。
そ
の
た
め
，
我
が
国
の
高
等
教
育
に
共
通
の
課
題
に
対
し
て
取
り
組
む

大
学
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
，
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
加
速
を
促
し
，
大
学
の
人
材
養
成
機
能
の
抜
本
的
強
化
を
推
進
。

［
計

件
，
～

平
成

年
度

ま
で
］
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テ
ー
マ

Ⅴ
卒

業
時

に
お

け
る

質
保

証
の

取
組

の
強

化

３
つ
の

ポ
リ
シ

ー
に

基
づ
き
，

卒
業
段

階
で
ど
れ

だ
け
の
力

を
身
に

付
け
た
の

か
を
客
観

的
に

評
価

す
る

仕
組

み
や

そ
の

成
果

を
よ

り
目

に
見

え
る

形
で

社
会

に
提

示
す

る
た

め
の

効
果
的

な
手

法
等

を
開
発
す
る

と
と
も
に

，
大
学

教
育
の
質

保
証
に
資

す
る
た

め
，

学
外

の

多
様
な

人
材

と
の

協
働
に
よ
る

助
言
・
評

価
の
仕

組
み
を
構

築
す
る
も

の
。

学
長
（校

長
）の

強
固
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
，
以
下

の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
事

業
計

画
を
対

象
。

テ
ー
マ
Ⅴ

 
卒

業
時

に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強

化
 

①
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
く
教

育
活
動

の
実
施

②
卒

業
段

階
で
ど
れ

だ
け
の

力
を
身

に
付

け
た
の

か
を
客

観
的

に
評

価
す
る
仕

組
み

の
構
築

③
学

生
の

学
修

成
果

を
よ
り
目

に
見
え
る
形

で
社

会
に
提

示
す
る
た
め
の

手
法

の
開

発

④
学

外
の

多
様

な
人

材
と
の

協
働
に
よ
る
助

言
・評

価
の

仕
組

み
の

構
築
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○
学

生
が
取

得
し
た
学

位
・資

格
の
内

容
に
つ
い
て
示

し
た
欧

州
地

域
に
お
け
る
統

一
的

な
様

式
に
よ
る
説

明
書

。
高

等
教

育
機

関
に
お
け
る
課

程
等

の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修

了
者

に
対

し
，
デ
ィ
プ
ロ
マ
等

の
高

等
教

育
修

了
証

明
書

に
添

付
し
て
発

行
す
る
。

○
欧

州
高

等
教

育
圏

の
構

築
を
推

進
す
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・プ

ロ
セ
ス
の
も
と
，
欧

州
で
国

境
を
越

え
た
教

育
の
提

供
と
学

生
の
流

動
が
活

発
化

し
，
国

外
で
取

得
し
た
学

位
・資

格
の
認

定
が
課

題
と
な
る
中

，
共

通
様

式
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ

メ
ン
ト
は
，
資

格
に
関

す
る
公

的
か
つ
透

明
性

あ
る
説

明
文

書
と
し
て
の
役

割
を
持

つ
。

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
に
は
主

に
以

下
の
事

項
に
関

す
る
情

報
が
盛

り
込

ま
れ
る
。


学

位
・資

格
の
取

得
者

に
関

す
る
情

報


学
位

・資
格

の
基

本
情

報


学
位

・資
格

の
レ
ベ
ル
に
関

す
る
情

報


プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
と
学

習
成

果
に
関

す
る
情

報


学
位

・資
格

の
機

能
に
関

す
る
情

報


そ
の
他

の
追

加
情

報


デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
発

行
に
関

す
る
情

報


当
該

国
の
高

等
教

育
制

度
の
概

要

デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
 

（出
典

）独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・学
位

授
与

機
構

「国
際

的
な
共

同
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

質
保

証
」

我
が
国
の
文
脈
（
雇
用
慣
行
，
教
育
シ
ス
テ
ム
，
大
学
シ
ス
テ
ム
な
ど）

に
沿
った
形
で
，

日
本
版
デ
ィプ
ロ
マ
・サ
プ
リメ
ン
ト（

仮
称
）
が
開
発
で
きな

い
か
。

学
修

成
果

×
内

部
質

保
証

×
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

×
学

生
支

援
14

 

我
が
国

の
高

等
教

育
の
将

来
構

想
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③
今

後
の

高
等

教
育
全

体
の

規
模
も
視

野
に
入
れ

た
、
地

域
に
お
け
る
質
の

高
い
高

等
教

育
機

会
の

確
保

の
在

り
方

我
が

国
の
高
等

教
育

に
関
す
る
将
来
構
想

に
つ
い
て
（諮

問
）
（平

成
年

月
日

）【
概
要
】

・「
第

４
次
産
業
革
命
」は

既
存
の
産
業
構
造
，
就
業
構
造
、
さ
ら
に
は
人
々
の
生
活
を
一
変
さ
せ
る
可
能
性

・本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
主
た
る
進
学
者
で
あ
る

18
歳
人
口
も
大
き
く
減

少
（2

00
5年

：約
13

7万
人
→

20
16

年
：約

11
9万

人
→

20
30

年
：約

10
0万

人
→

20
40

年
：約

80
万
人
）

１
．
高

等
教

育
の

将
来
構

想
を
検

討
す
る
必

要
性

・今
後
、
一
人
一
人
の
実
り
あ
る
生
涯
と
我
が
国
社
会
の
持
続
的
な
成
長
・発

展
、
人
類
社
会
の
調
和
あ
る
発
展
の
た
め
に
は
、
人
材
育
成
と
知
的
創
造
活

動
の
中
核
で
あ
る
高
等
教
育
機
関
が
一
層
重
要
な
役
割
を
果
た
す
必
要

・そ
の
際
、
新
た
な
知
識
・技

能
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
ん
だ
知
識

・技
能
を
実
践

・応
用
す
る
力
、
さ
ら
に
は

自
ら
問

題
の

発
見
・解

決
に
取

り
組

む
力

を
育

成
す
る
こ
と
が
特
に
重
要

・自
主

的
・自

律
的
に
考
え
、
ま
た
、
多
様
な
他
者
と
協

働
し
な
が
ら
、
新
た
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出

し
、
社

会
に
新
た
な
価

値
を
創
造
し
、
よ
り
豊

か
な

社
会

を
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要

社
会

経
済
の
大
き
な
変
化

高
等

教
育
機
関
の
果

た
す
べ
き
役

割

２
．
主

な
検

討
事
項

①
各

高
等

教
育

機
関

の
機

能
の
強

化
に
向

け
早

急
に
取

組
む
べ
き
方

策

第
8期

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会

に
お
け
る
「論

点
整
理
」を

踏
ま
え
、
以
下

の
よ
う
な
事
項
を
中
心
に
検
討

・教
育
課
程
や
教
育
方
法
の
改
善

・学
修
に
関
す
る
評
価
の
厳
格
化

・社
会
人
学
生
の
受
入
れ

・他
機
関
と
連
携
し
た
教
育
の
高
度
化

②
変

化
へ

の
対

応
や
価

値
の

創
造

等
を
実

現
す
る
た
め
の

学
修

の
質
の

向
上

に
向

け
た
制

度
等

の
在

り
方

・「
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の

位
置
付
け
、
学
生
と
教

員
の
比
率
の
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
設
置
基
準
、

設
置
審
査
、
認
証
評
価
、
情
報
公
開
の
在
り
方

を
含
め
総
合
的
、
抜
本
的
に
検
討

・学
位
等
の
国
際
的
な
通
用
性
の
確
保
、
外
国

人
留
学
生
の
受
入
れ
・日

本
人
学
生
の
海
外

留
学
の
促
進
、
効
果
的
な
運
営
の
た
め
の
高

等
教
育
機
関
間
の
連
携

・今
後
の
高
等
教
育
全
体
の
規
模
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
地
域
に
お
け
る
質
の
高
い
高
等
教
育
機
会
を
確

保
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
構
造
改
革
に
つ
い
て
検
討

（例
え
ば
、
高
等
教
育
機
関
間
、
高
等
教
育
機
関
と
地

方
自
治
体
・産

業
界
と
の
連
携
の
強
化
な
ど
）

・分
野
別
・産

業
別
の
人
材
育
成
の
需
要
の
状
況
を
十

分
に
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
国
公
私
立
の
役
割
分
担
の

在
り
方
や
設
置
者
の
枠
を
超
え
た
連
携
・統

合
等
の

可
能
性
な
ど
も
念
頭
に
検
討

④
高

等
教
育
の
改
革
を
支
え
る
支
援
方
策

※
「ま

ち
・ひ

と
・し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
（2

01
6改

訂
版
）」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
地
方
大
学
の
振
興

等
の
在
り
方
に
も
留
意
し
な
が
ら
検
討

・①
～
③
を
踏
ま
え
た
、
教
育
研
究
を
支
え
る
基
盤
的
経
費
、
競
争
的
資
金
の
充
実
、
そ
の
配
分
の
在
り
方
の
検
討

・学
生
へ
の
経
済
的
支
援
の
充
実
な
ど
教
育
費
負
担
の
在
り
方
の
検
討

高
等
教
育
機
関
が
求
め
ら
れ
る
役
割
を
真
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と
も
に
、
高
等
教
育
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
も
踏
ま
え
て
、
こ
れ

か
ら
の
時

代
の
高
等

教
育
の
将

来
構
想
に
つ
い
て
総
合

的
な
検

討
を
行
う

16
 

大
学

教
育

の
質

の
向

上
 

学
問

の
進

展
・社

会
の

変
化
に
対
応

し
た
教
育

や
，
学

生
本

位
の
視

点
に
立
っ
た
質

の
高
い
学

修
の

実
現

◎
学

修
の

質
を
向

上
さ
せ

る
た
め

，
以

下
の

よ
う
な
課

題
に
つ
い
て
，
設

置
基

準
，
設

置
審

査
，
認

証

評
価

，
情

報
公

開
の

在
り
方

を
含

め
総

合
的

か
つ
抜

本
的
に
検

討
。

・
既

存
の

学
科

等
の

枠
を
超

え
て
大

学
の

特
色

を
生

か
し
た
柔

軟
な
教

育
課

程
編

成
を
可

能
と
し
，
学

生
や

社
会

の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
制
度
見
直
し

・密
度
の
濃
い
教
育
実
現
の
た
め
の
学
生
と
教
員
の
比
率
の
改
善

・
の
効
果
的
な
利
活
用

・外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ

，
日
本
人
学
生
の
海
外
留
学
の
促
進

，
大
学
間
連
携
の
促
進

○
我
が
国
の
大
学
教
育
に
つ
い
て
は
，
教
育
課
程
や
教
育
方
法
の
改
善
，
学
修
に
関
す
る
評
価
の
厳
格
化
，
社
会

人
の
受
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
課
題
が
指
摘
。

○
各
大
学
に
お
け
る
教
育
の
質
向
上
の
取
組
や
教
育
研
究
の
特
色
化
等
の
取
組
は
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
，
学

生
の
学
修
時
間
は
伸
び
悩
み
，
知
的
な
鍛
錬
が
十
分
で
な
い
な
ど
引
き
続
き
多
く
の
課
題
が
存
在
。

○
産
業
構
造
の
変
化
等
の
な
か
で
，
地
域
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
大
学
教
育
が
適
切
に
対
応
で
き
て
い
な
い
と
の

指
摘
。

○
教
育
方
法
に
関
し
て
も

の
活
用
を
は
じ
め
と
す
る
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

今
後
の
課
題
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出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
下

線
・
文

字
色

は
発

表
者

学
修

成
果

の
可

視
化

を
図

る
前

提
と
し
て
，

・
例

え
ば
，
学

生
が

身
に
付

け
た
資

質
・能

力
が

大
学

の
定

め
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
に
記

載
す
る
内

容
に
ど
れ

だ
け
近

づ
い
た
か

等
を
検

証
で
き
る
よ
う

に
，
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
は

で
き
る
限

り
具

体
的

な
も
の

で
あ
る
こ
と

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ポ

リ
シ
ー
に
基

づ
い
た
具

体
的

な
教

育
課

程
の

編
成
・実

施

が
実

際
に
行

わ
れ

る
と
と
も
に
，
厳

格
な
成

績
評

価
が

行
わ

れ
る
こ
と

・
学

修
時

間
の

測
定

や
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
，
学

修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等

の
教

育
成

果

の
可

視
化

に
資

す
る
手

法
を
，
予

め
効

果
的

に
組

み
込

む
こ
と

な
ど
が

必
要

に
な
る
の

で
は

な
い
か
。

学
修

成
果

の
可

視
化

を
図

る
前

提
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出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

学
修

成
果

の
測

定
に
係

る
情

報
 

学
生

個
人

の
学

修
成

果
の

測
定

に
用

い
る
こ
と
が

で
き
る
可

能
性

の
あ
る
情

報
の

例
大

学
全

体
の

成
果

の
測

定
に
用

い
る
こ
と
が

で
き
る

可
能

性
の

あ
る
情

報
の

例

ー
入

学
志

願
者

の
数

・倍
率

学
修

時
間

学
修

時
間

の
状

況
（平

均
や

傾
向

等
）

単
位

の
取

得
状

況
※

成
績

・ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評

価
を
含

む
ー ー

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の

結
果

ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の

結
果

学
位

の
取

得
状

況
ー

資
格

や
褒

賞
等

の
取

得
状

況
特

定
の

資
格

の
取

得
率

，
褒

賞
の

取
得

件
数

学
外

試
験

の
ス
コ
ア

外
部

試
験

の
ス
コ
ア
の

状
況

進
路

の
決

定
状

況
進

路
決

定
率

（就
職

率
，
進

学
率

）
※

特
定

の
進

路
へ

の
決

定
率

を
含

む

学
内

外
か

ら
の

評
判

学
内

外
か

ら
の

評
判

ー
学

生
に
よ
る
成

長
実

感
・大

学
教

育
へ

の
満

足
度

備
考

上
記

情
報

の
例

に
つ
い
て
は

，
大

学
教

育
再

生
加

速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

）の
指

標
例

を
も
と
に
考

察
。
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テ
ー
マ
Ⅰ

：
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
（

件
）

学
生
の
能
動
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
た
教

授
・
学

習
法

の
実

施
に
よ
り
，
認

知
的

能
力

や
教

養
等

を
含

め
た
汎

用
的

能
力

の
育

成
を
図

る
取

組
（
課

題
解

決
型

学
習

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等

の
双

方
向

型
授
業
の
実
施

等
）

各
種

指
標

を
用

い
て
学

修
成

果
の
可

視
化

を
行

い
，
そ
の
結

果
を
基

に
教

育
内

容
・
方

法
等

の
改

善
を
行
う
取
組

（
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構

築
，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
実
施

等
）

テ
ー
マ
Ⅱ

：
学

修
成
果

の
可

視
化
（

件
）

テ
ー
マ
Ⅰ

・
テ
ー
マ
Ⅱ
複
合

型
（

件
）

テ
ー
マ
Ⅲ

：
高

大
接
続

（
件

）

高
校

関
係

者
と
大

学
関

係
者

と
の
間

で
互

い
の
教

育
目

標
や
教

育
内

容
，
方

法
に
つ
い
て
相

互
理

解
を
図

る
こ
と
等

に
よ
り
，
高

校
教

育
と
大

学
教

育
の
連

携
を
強

力
に
進

め
る
取

組
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
プ

レ
イ
ス
メ
ン
ト
や
初

年
次

教
育

の
実

施
等

）

テ
ー
マ
Ⅳ

：
長
期

学
外

学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
（ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
）（

件
）

テ
ー
マ
Ⅴ

：
卒

業
時

に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強
化

（
件

）

●
徳
島
大
学

・県
立
広
島
大
学

・立
正
大
学

・京
都
光
華
女
子
大
学

・徳
山
大
学

・福
岡
工
業
大
学

・崇
城
大
学

・仙
台
高
等
専
門
学
校

・明
石
工
業
高
等
専
門
学
校

・横
浜
国
立
大
学

●
北
九
州
市
立
大
学

・八
戸
工
業
大
学

・東
京
女
子
大
学

・新
潟
工
科
大
学

・福
岡
歯
科
大
学

・富
山
短
期
大
学

・阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

・宇
都
宮
大
学

・金
沢
大
学

・山
口
大
学

・長
崎
大
学

・大
阪
府
立
大
学

・共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学

・芝
浦
工
業
大
学

・玉
川
大
学

・東
京
電
機
大
学

・東
京
理
科
大
学

・創
価
大
学

・産
業
能
率
大
学

・金
沢
工
業
大
学

・京
都
外
国
語
大
学

・関
西
大
学

・関
西
国
際
大
学

・比
治
山
大
学
，
比
治
山
大
学
短
期

大
学
部

・宮
崎
国
際
大
学

●
京
都
光
華
女
子
大
学

短
期
大
学
部

・福
岡
医
療
短
期
大
学

・岐
阜
工
業
高
等
専
門
学
校

・千
葉
大
学

●
東
京
農
工
大
学

・愛
媛
大
学

・三
重
県
立
看
護
大
学

・杏
林
大
学

・小
樽
商
科
大
学

●
新
潟
大
学

・神
戸
大
学

・福
岡
女
子
大
学

・工
学
院
大
学

・津
田
塾
大
学

・文
化
学
園
大
学

・武
蔵
野
大
学

・東
京
工
科
大
学

・浜
松
学
院
大
学

・長
崎
短
期
大
学

・宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校

入
学

直
後

等
に
，
１
か
月

以
上

の
長

期
の
「
学

外
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開

発
・
実

施
す
る
取

組
（
学

事
暦

の
見

直
し
，
長

期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
実

施
等

）

卒
業

段
階

で
ど
れ
だ
け
の
力

を
身

に
付

け
た
の
か
を
客

観
的

に
評

価
す
る
仕

組
み
や
，
そ
の
成

果
を
よ

り
目

に
見

え
る
形

で
社

会
に
提

示
す
る
た
め
の
効

果
的

な
手

法
等

を
開

発
す
る
取

組
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
開

発
等

）

・山
形
大
学

・茨
城
大
学

・東
京
外
国
語
大
学

・高
知
大
学

・鹿
屋
体
育
大
学

・大
阪
市
立
大
学

・兵
庫
県
立
大
学

・千
歳
科
学
技
術
大
学

・東
北
公
益
文
科
大
学

・東
日
本
国
際
大
学

・東
京
薬
科
大
学

・東
京
都
市
大
学

●
日
本
福
祉
大
学

・大
阪
工
業
大
学

・日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学

・東
海
大
学
短
期
大
学
部

・山
梨
学
院
短
期
大
学

・松
本
大
学
松
商
短
期
大
学
部

・徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

志
願

者
の
意

欲
・
能

力
・
適

性
を
多

面
的

・
総

合
的

に
評

価
・
判

定
す
る
入

学
者

選
抜

方
法

を
開

発
・
実
施
す
る
取
組

（
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
や
発

想
を
重

視
し
た
課

題
解

決
型

の
入

試
等

の
開

発
等

）

テ
ー
マ
Ⅲ

：
入

試
改

革
（

件
）

・お
茶
の
水
女
子
大
学

・岡
山
大
学

・追
手
門
学
院
大
学

高
等

学
校

や
社

会
と
の
円

滑
な
接
続

の
下

，
３
つ
の
方

針
（
「
卒

業
認
定

・学
位

授
与

の
方

針
」
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
）
，
「
教

育
課

程
編
成

・
実

施
の
方

針
」
（
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・ポ

リ
シ
ー
），

「入
学
者
受
入
れ
の
方
針
」（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン

・ポ
リ
シ
ー
））
に
基
づ
き
，
入
口
か
ら
出
口
ま
で
質
保
証
の
伴
っ
た
大
学
教
育
を
推
進

●
：テ

ー
マ
別

幹
事

校

平
成

年
度
概
算
要
求
額

億
円
（平

成
年
度
予
算
額

億
円
）

 
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
「高
大
接
続
改
革
推
進
事
業
」 

現
在

，
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
人
材
は
高
度
化

・
多
様
化
し
て
お
り
，
大
学
は
待
っ
た
な
し
で
改
革
に
取
り
組
み
，
若
者
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
，
社
会
の
期

待
に
応
え
る
た

め
，
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
，
学
生

が
徹
底
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
必
要

。
そ
の
た
め
，
我
が
国
の
高
等
教
育
に
共
通
の
課
題
に
対
し
て
取
り
組
む

大
学
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
，
大
学
教
育
の
質
的
転
換
の
加
速
を
促
し
，
大
学
の
人
材
養
成
機
能
の
抜
本
的
強
化
を
推
進
。

［
計

件
，
～

平
成

年
度

ま
で
］
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テ
ー
マ

Ⅴ
卒

業
時

に
お

け
る

質
保

証
の

取
組

の
強

化

３
つ
の

ポ
リ
シ

ー
に

基
づ
き
，

卒
業
段

階
で
ど
れ

だ
け
の
力

を
身
に

付
け
た
の

か
を
客
観

的
に

評
価

す
る

仕
組

み
や

そ
の

成
果

を
よ

り
目

に
見

え
る

形
で

社
会

に
提

示
す

る
た

め
の

効
果
的

な
手

法
等

を
開
発
す
る

と
と
も
に

，
大
学

教
育
の
質

保
証
に
資

す
る
た

め
，

学
外

の

多
様
な

人
材

と
の

協
働
に
よ
る

助
言
・
評

価
の
仕

組
み
を
構

築
す
る
も

の
。

学
長
（校

長
）の

強
固
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
，
以
下

の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
事

業
計

画
を
対

象
。

テ
ー
マ
Ⅴ

 
卒

業
時

に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強

化
 

①
３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
く
教

育
活
動

の
実
施

②
卒

業
段

階
で
ど
れ

だ
け
の

力
を
身

に
付

け
た
の

か
を
客

観
的

に
評

価
す
る
仕

組
み

の
構
築

③
学

生
の

学
修

成
果

を
よ
り
目

に
見
え
る
形

で
社

会
に
提

示
す
る
た
め
の

手
法

の
開

発

④
学

外
の

多
様

な
人

材
と
の

協
働
に
よ
る
助

言
・評

価
の

仕
組

み
の

構
築

13
 

○
学

生
が
取

得
し
た
学

位
・資

格
の
内

容
に
つ
い
て
示

し
た
欧

州
地

域
に
お
け
る
統

一
的

な
様

式
に
よ
る
説

明
書

。
高

等
教

育
機

関
に
お
け
る
課

程
等

の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修

了
者

に
対

し
，
デ
ィ
プ
ロ
マ
等

の
高

等
教

育
修

了
証

明
書

に
添

付
し
て
発

行
す
る
。

○
欧

州
高

等
教

育
圏

の
構

築
を
推

進
す
る
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・プ

ロ
セ
ス
の
も
と
，
欧

州
で
国

境
を
越

え
た
教

育
の
提

供
と
学

生
の
流

動
が
活

発
化

し
，
国

外
で
取

得
し
た
学

位
・資

格
の
認

定
が
課

題
と
な
る
中

，
共

通
様

式
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ

メ
ン
ト
は
，
資

格
に
関

す
る
公

的
か
つ
透

明
性

あ
る
説

明
文

書
と
し
て
の
役

割
を
持

つ
。

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
に
は
主

に
以

下
の
事

項
に
関

す
る
情

報
が
盛

り
込

ま
れ
る
。


学

位
・資

格
の
取

得
者

に
関

す
る
情

報


学
位

・資
格

の
基

本
情

報


学
位

・資
格

の
レ
ベ
ル
に
関

す
る
情

報


プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
と
学

習
成

果
に
関

す
る
情

報


学
位

・資
格

の
機

能
に
関

す
る
情

報


そ
の
他

の
追

加
情

報


デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
の
発

行
に
関

す
る
情

報


当
該

国
の
高

等
教

育
制

度
の
概

要

デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
 

（出
典

）独
立

行
政

法
人

大
学

改
革

支
援

・学
位

授
与

機
構

「国
際

的
な
共

同
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

質
保

証
」

我
が
国
の
文
脈
（
雇
用
慣
行
，
教
育
シ
ス
テ
ム
，
大
学
シ
ス
テ
ム
な
ど）

に
沿
った
形
で
，

日
本
版
デ
ィプ
ロ
マ
・サ
プ
リメ
ン
ト（

仮
称
）
が
開
発
で
きな

い
か
。

学
修

成
果

×
内

部
質

保
証

×
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

×
学

生
支

援
14

 

我
が
国

の
高

等
教

育
の
将

来
構

想

120



大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

【テ
ー
マ
Ⅰ
：ア

ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
】

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
導

入
し
た
授

業
科

目
数

の
割

合

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
の
う
ち
，
必

修
科

目
数

の
割

合

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
受

講
す
る
学

生
の
割

合

○
学

生
１
人

当
た
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
受

講
数

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
行

う
専

任
教

員
数

○
学

生
１
人

当
た
り
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
に
関

す
る
授

業
外

学
修

時
間

【テ
ー
マ
Ⅱ
：学

修
成

果
の
可

視
化

】

○
退

学
率

○
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
実

施
率

○
授

業
満

足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
学

生
の
割

合

○
上

記
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
授

業
満

足
率

○
学

修
行

動
調

査
の
実

施
率

○
学

修
到

達
度

調
査

の
実

施
率

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
学

生
の
主

な
就

職
先

へ
の
調

査

【テ
ー
マ
Ⅲ
：入

試
改

革
】

○
多

様
な
評

価
尺

度
に
よ
る
入

学
者

選
抜

を
経

た
募

集
人

員
の
割

合

○
入

学
者

選
抜

に
従

事
す
る
役

割
分

担
別

教
職

員
の
割

合

○
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン

オ
フ
ィ
サ
ー
数

【テ
ー
マ
Ⅲ

：高
大

接
続

】

○
高

校
関

係
者

と
の
意

見
交

換
の
実

施
数

○
高

校
生

を
対

象
と
し
た
大

学
レ
ベ
ル
の
教

育
機

会
の
提

供
数

○
上

記
教

育
機

会
を
経

た
学

生
の
単

位
認

定
数

【テ
ー
マ
Ⅳ

：長
期

学
外

学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
（ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
）】

○
長

期
学

外
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
学

生
の
割

合

○
上

記
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

た
学

生
の
成

績
評

価

○
退

学
率

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
進

路
決

定
の
割

合

○
学

生
が
企

画
す
る
活

動
数

【テ
ー
マ
Ⅴ

：卒
業

時
に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強

化
】

○
学

生
の
成

績
評

価

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
進

路
決

定
の
割

合

○
事

業
計

画
に
参

画
す
る
教

員
の
割

合

○
質

保
証

に
関

す
る

・
の
参

加
率

○
卒

業
生

追
跡

調
査

の
実

施
率

１
．
必

須
指

標
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大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

２
．
各

大
学

に
よ
る
任

意
指

標
（
例

）

（
１
）
学

生
の
状

況
を
示

す
も
の

○
卒

業
率

○
離

職
率

○
留

年
率

（
２
）
学

生
の
力

を
示

す
も
の

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（外

部
テ
ス
ト
な
ど
）実

施
率

○
成

長
実

感
（知

識
・能

力
）

○
「学

生
の
能

力
獲

得
に
係

る
直

接
指

標
」（

デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
達

成
度

，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
な
ど
）

○
ス
コ
ア

○
学

修
成

果
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実

施
率

○
国

家
試

験
の
合

格
率

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
成

績
上

位
者

（１
年

⇒
３
年

）の
割

合
○

学
生

の
卒

業
論

文
の
学

会
発

表
数

○
語

学
の
必

達
目

標
の
達

成
率
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大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

（
３
）
大

学
の
教
育
力
を
示
す
も
の

○
／

参
加

率
・実

施
回

数
（学

修
成

果
の
可

視
化

，
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
）

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

習
先

数
，
参

加
学

生
数

○
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
数

○
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
座

席
数

，
利

用
者

数
な
ど

○
正

課
外

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

，
参

加
学

生
数

，
関

与
教

員
数

○
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
導

入
率

，
利

用
率

○
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
導

入
率

・受
講

学
生

数
○

学
外

実
習

科
目

数
・受

講
者

数
○

教
材

，
授

業
収

録
シ
ス
テ
ム
等

利
用

率
○

数
○

利
用

率
○

科
目

数
○

等
学

生
ス
タ
ッ
フ
数

、
活

用
科

目
数

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
教

室
数

○
ク
リ
ッ
カ
ー
導

入
率

○
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等

作
成

者
数

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
等

発
行

率
、
活

用
率

○
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
導

入
率

○
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
実

施
率

○
ベ
ス
ト
・テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
賞

授
与

数
○

学
生

リ
フ
レ
ク
シ
ョン

実
施

科
目

数
○

学
生

満
足

度

○
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
件

数
○

教
育

支
援

ス
タ
ッ
フ
等

の
人

数
○

教
育

実
践

に
係

る
論

文
発

表
，
報

告
等

の
本

数
○

授
業

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実

施
回

数
○

授
業

公
開

科
目

数
○

授
業

満
足

度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
科

目
の
割

合
○

新
入

生
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
成

績
評

価
基

準
の
平

準
化

科
目

数
○

卒
業

生
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
卒

業
論

文
提

出
率

○
入

学
満

足
度

○
反

転
授

業
導

入
率

○
父

母
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
以

外
の
学

修
評

価
（到

達
度

評
価

）が
可

視
化

で
き
る
科

目
数

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
に
適

合
す
る
科

目
数

○
学

外
学

修
等

に
対

す
る
外

部
か
ら
の
財

政
支

援
額

○
学

修
成

果
別

の
成

績
評

価
の
実

施
割

合
○

学
長

裁
量

経
費

予
算

額
（教

育
改

革
）

○
教

員
向

け
授

業
方

法
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
率

○
教

学
用

デ
ー
タ
の
収

集
率

○
産

学
官

連
携

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
数

○
授

業
参

観
提

供
科

目
数

・参
観

教
員

数
○

図
書

館
利

用
状

況
，
満

足
度

○
正

課
外

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
正

規
科

目
化

数
○

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

つ
学

生
の
養

成
数

22
 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
下

線
・
文

字
色

は
発

表
者

大
学

の
質

保
証

の
強

化
と
い
う
観

点
に
加

え
，
大

学
の

教
育

成
果

に
期

待
し
，
大

学
の

教
育

研
究

と
連

携
を
深

め
つ

つ
あ
る
地

域
社

会
・
企

業
等

に
対

し
て
大

学
の

説
明

責
任

を
確

保
・
向

上
す
る
た
め

に
，
大

学
全

体
の

教
育

成
果

の
可

視
化

の
取

組
を
促

進
す
る
た
め

の
方

策
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
議

論
す
る
必

要
が

あ
る
。

学
生

の
学

修
成

果
→
大

学
の
教

育
成

果
 

学
生
の
学
修
と，

大
学
教
育
に
つ
い
て
数
多
くの
指
標
を
設
定
し取

組
を
展
開

して
い
る
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

）
に
お
け
る
先
進
的
な
事
例
は
，

「成
果
の
可
視
化
」を
軸
とし
た
次
期
政
策
を
牽
引
す
る
も
の
とし
て
期
待
。
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御
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

【テ
ー
マ
Ⅰ
：ア

ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
】

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
導

入
し
た
授

業
科

目
数

の
割

合

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
の
う
ち
，
必

修
科

目
数

の
割

合

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
受

講
す
る
学

生
の
割

合

○
学

生
１
人

当
た
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
受

講
数

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
を
行

う
専

任
教

員
数

○
学

生
１
人

当
た
り
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
科

目
に
関

す
る
授

業
外

学
修

時
間

【テ
ー
マ
Ⅱ
：学

修
成

果
の
可

視
化

】

○
退

学
率

○
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
実

施
率

○
授

業
満

足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
学

生
の
割

合

○
上

記
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
授

業
満

足
率

○
学

修
行

動
調

査
の
実

施
率

○
学

修
到

達
度

調
査

の
実

施
率

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
学

生
の
主

な
就

職
先

へ
の
調

査

【テ
ー
マ
Ⅲ
：入

試
改

革
】

○
多

様
な
評

価
尺

度
に
よ
る
入

学
者

選
抜

を
経

た
募

集
人

員
の
割

合

○
入

学
者

選
抜

に
従

事
す
る
役

割
分

担
別

教
職

員
の
割

合

○
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン

オ
フ
ィ
サ
ー
数

【テ
ー
マ
Ⅲ

：高
大

接
続

】

○
高

校
関

係
者

と
の
意

見
交

換
の
実

施
数

○
高

校
生

を
対

象
と
し
た
大

学
レ
ベ
ル
の
教

育
機

会
の
提

供
数

○
上

記
教

育
機

会
を
経

た
学

生
の
単

位
認

定
数

【テ
ー
マ
Ⅳ

：長
期

学
外

学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
（ギ

ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
）】

○
長

期
学

外
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
学

生
の
割

合

○
上

記
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経

た
学

生
の
成

績
評

価

○
退

学
率

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
進

路
決

定
の
割

合

○
学

生
が
企

画
す
る
活

動
数

【テ
ー
マ
Ⅴ

：卒
業

時
に
お
け
る
質

保
証

の
取

組
の
強

化
】

○
学

生
の
成

績
評

価

○
学

生
の
授

業
外

学
修

時
間

○
進

路
決

定
の
割

合

○
事

業
計

画
に
参

画
す
る
教

員
の
割

合

○
質

保
証

に
関

す
る

・
の
参

加
率

○
卒

業
生

追
跡

調
査

の
実

施
率

１
．
必

須
指

標

20
 

大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

２
．
各

大
学

に
よ
る
任

意
指

標
（
例

）

（
１
）
学

生
の
状

況
を
示

す
も
の

○
卒

業
率

○
離

職
率

○
留

年
率

（
２
）
学

生
の
力

を
示

す
も
の

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（外

部
テ
ス
ト
な
ど
）実

施
率

○
成

長
実

感
（知

識
・能

力
）

○
「学

生
の
能

力
獲

得
に
係

る
直

接
指

標
」（

デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
達

成
度

，
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
な
ど
）

○
ス
コ
ア

○
学

修
成

果
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実

施
率

○
国

家
試

験
の
合

格
率

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
成

績
上

位
者

（１
年

⇒
３
年

）の
割

合
○

学
生

の
卒

業
論

文
の
学

会
発

表
数

○
語

学
の
必

達
目

標
の
達

成
率

21
 

大
学

教
育

再
生

加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
（A

P
）に

お
け
る
指

標
例

 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
発

表
者

に
よ
り
一

部
加

工

（
３
）
大

学
の
教
育
力
を
示
す
も
の

○
／

参
加

率
・実

施
回

数
（学

修
成

果
の
可

視
化

，
教

学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
）

○
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

習
先

数
，
参

加
学

生
数

○
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
数

○
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
の
座

席
数

，
利

用
者

数
な
ど

○
正

課
外

プ
ロ
グ
ラ
ム
数

，
参

加
学

生
数

，
関

与
教

員
数

○
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
導

入
率

，
利

用
率

○
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
導

入
率

・受
講

学
生

数
○

学
外

実
習

科
目

数
・受

講
者

数
○

教
材

，
授

業
収

録
シ
ス
テ
ム
等

利
用

率
○

数
○

利
用

率
○

科
目

数
○

等
学

生
ス
タ
ッ
フ
数

、
活

用
科

目
数

○
ア
ク
テ
ィ
ブ
・ラ

ー
ニ
ン
グ
教

室
数

○
ク
リ
ッ
カ
ー
導

入
率

○
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
等

作
成

者
数

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
等

発
行

率
、
活

用
率

○
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
導

入
率

○
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評

価
実

施
率

○
ベ
ス
ト
・テ

ィ
ー
チ
ャ
ー
賞

授
与

数
○

学
生

リ
フ
レ
ク
シ
ョン

実
施

科
目

数
○

学
生

満
足

度

○
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
件

数
○

教
育

支
援

ス
タ
ッ
フ
等

の
人

数
○

教
育

実
践

に
係

る
論

文
発

表
，
報

告
等

の
本

数
○

授
業

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実

施
回

数
○

授
業

公
開

科
目

数
○

授
業

満
足

度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
科

目
の
割

合
○

新
入

生
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
成

績
評

価
基

準
の
平

準
化

科
目

数
○

卒
業

生
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
卒

業
論

文
提

出
率

○
入

学
満

足
度

○
反

転
授

業
導

入
率

○
父

母
ア
ン
ケ
ー
ト
実

施
率

○
以

外
の
学

修
評

価
（到

達
度

評
価

）が
可

視
化

で
き
る
科

目
数

○
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
に
適

合
す
る
科

目
数

○
学

外
学

修
等

に
対

す
る
外

部
か
ら
の
財

政
支

援
額

○
学

修
成

果
別

の
成

績
評

価
の
実

施
割

合
○

学
長

裁
量

経
費

予
算

額
（教

育
改

革
）

○
教

員
向

け
授

業
方

法
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
率

○
教

学
用

デ
ー
タ
の
収

集
率

○
産

学
官

連
携

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
数

○
授

業
参

観
提

供
科

目
数

・参
観

教
員

数
○

図
書

館
利

用
状

況
，
満

足
度

○
正

課
外

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
正

規
科

目
化

数
○

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持

つ
学

生
の
養

成
数

22
 

出
所

）中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

制
度

・教
育

改
革

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
（第

２
回

，
）配

布
資

料
，
下

線
・
文

字
色

は
発

表
者

大
学

の
質

保
証

の
強

化
と
い
う
観

点
に
加

え
，
大

学
の

教
育

成
果

に
期

待
し
，
大

学
の

教
育

研
究

と
連

携
を
深

め
つ

つ
あ
る
地

域
社

会
・
企

業
等

に
対

し
て
大

学
の

説
明

責
任

を
確

保
・
向

上
す
る
た
め

に
，
大

学
全

体
の

教
育

成
果

の
可

視
化

の
取

組
を
促

進
す
る
た
め

の
方

策
に
つ
い
て
も
あ
わ

せ
て
議

論
す
る
必

要
が

あ
る
。

学
生

の
学

修
成

果
→
大

学
の
教

育
成

果
 

学
生
の
学
修
と，

大
学
教
育
に
つ
い
て
数
多
くの
指
標
を
設
定
し取

組
を
展
開

して
い
る
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（

）
に
お
け
る
先
進
的
な
事
例
は
，

「成
果
の
可
視
化
」を
軸
とし
た
次
期
政
策
を
牽
引
す
る
も
の
とし
て
期
待
。

23
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大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Ａ
Ｐ
）

テ
ー
マ
Ⅴ
「卒
業
時
に
お
け
る
質
保
証
の
取
組
の
強
化
」

幹
事
校
挨
拶

 
お
よ
び

 
幹
事
校
事
業
紹
介

 

平
成

年
度

事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 日
本
福
祉
大
学

 
中
村
信
次

 
A

P
事
業
推
進
委
員
長

 
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長

 


テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
間
の
連
携
（課
題
共
有
・解
決
）


テ
ー
マ
Ⅰ
～
Ⅳ
幹
事
校
と
の
協
働
（情
報
共
有
・発
信
）


社
会
へ
の
成
果
発
信

幹
事
校
の
役
割

 


キ
ッ
ク
オ
フ
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
対
象
、

月
東
京
建
築
会
館
）


テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

テ
ー
マ
Ⅴ
幹
事
校

20
16
年
度
実
績

 


全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信


地
域
別
研
究
会

テ
ー
マ
Ⅴ
幹
事
校

20
17
年
度
事
業
計
画
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全
国
の
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
等
を
対
象
に

月
頃
に
東
京
で
開
催
予
定


テ
ー
マ
Ⅰ
～
Ⅴ
採
択
校
間
の
情
報
お
よ
び
知
見
の
共
有


他
の
テ
ー
マ
別
幹
事
校
と
も
連
携

全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 


テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
の
取
組
紹
介


成
果
の
情
報
発
信

テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信

 

テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信

 


全
国
ヵ
所
で
テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
を
対
象
に
開
催


卒
業
時
の
質
保
証
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設
定


テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
間
の
情
報
共
有
と
事
業
推
進
に
お
け
る

課
題
解
決

地
域
別
研
究
会

 

大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Ａ
Ｐ
）

テ
ー
マ
Ⅴ
「卒
業
時
に
お
け
る
質
保
証
の
取
組
の
強
化
」

幹
事
校
挨
拶

 
お
よ
び

 
幹
事
校
事
業
紹
介

 

平
成

年
度

事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 日
本
福
祉
大
学

 
中
村
信
次

 
A

P
事
業
推
進
委
員
長

 
全
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長

 


テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
間
の
連
携
（課
題
共
有
・解
決
）


テ
ー
マ
Ⅰ
～
Ⅳ
幹
事
校
と
の
協
働
（情
報
共
有
・発
信
）


社
会
へ
の
成
果
発
信

幹
事
校
の
役
割

 


キ
ッ
ク
オ
フ
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（テ
ー
マ
Ⅴ
採
択
校
対
象
、

月
東
京
建
築
会
館
）


テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
開
設

テ
ー
マ
Ⅴ
幹
事
校

20
16
年
度
実
績

 


全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


テ
ー
マ
Ⅴ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信


地
域
別
研
究
会

テ
ー
マ
Ⅴ
幹
事
校

20
17
年
度
事
業
計
画
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年
月

日
（木
）

～

於
：日
本
福
祉
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

第
回
地
域
別
研
究
会

 


事
例
報
告


東
海
大
学
短
期
大
学
部

学
長
補
佐

山
本
康
治
氏

児
童
教
育
学
科
教
授

桑
原
公
美
子
氏


山
梨
学
院
短
期
大
学

食
物
栄
養
科
長

羽
畑
祐
吾
氏


大
阪
工
業
大
学

教
育
セ
ン
タ
ー
長

椋
平
淳
氏

第
回
地
域
別
研
究
会

 


話
題
提
供

「学
教
育
の
質
保
証
－
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
で
繋
ぐ

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
成
果
と
科
目
の
学
習
成
果
－
」

講
師

深
堀
聰
子
氏

（国
立
教
育
政
策
研
究
所
高
等
教
育
研
究
部
長
・

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
情
報
拠
点
代
表
）

第
回
地
域
別
研
究
会

 


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
日
本
福
祉
大
学

佐
藤
慎
一
、
村
川
弘
城

テ
ー
マ
の
事
業
推
進
に
当
た
り
、
上
手
く
進
ん
で
い
る
取

組
、
課
題
、
不
安
に
つ
い
て
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実

務
・実
運
用
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
挙
げ
ら

れ
た
課
題
を
、
今
後
の
地
域
別
研
究
会
で
の
取
り
扱
い
内
容

の
候
補
と
し
て
い
く
。

第
回
地
域
別
研
究
会
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大
学
教
育
改
革
の
近
未
来
を
考
え
る

～
正
攻
法
か
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
～

平
成

年
月

日
土

AP
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
於
：日

本
学
生
支
援
機
構
国
際
会
議
場

 

川
島

啓
二

（京
都

産
業

大
学

） 

自
己

紹
介

月
ま
で

国
立
教
育
政
策
研
究
所
高
等
教
育
研
究

部
長

月
か
ら
、
九
州
大
学
基
幹
教
育
院
教
授
、

月
か

ら
次
世
代
型
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
長

専
門
：高

等
教
育
論
、
教
育
行
政
学

最
近
は
、
教
育
組
織
、
Ｆ
Ｄ
，
学
生
支
援
な
ど

九
大
で
の
仕
事
：初

年
次
教
育
科
目
（

ク
ラ
ス
を
統
一
シ
ラ

バ
ス
で
「均

質
」に

展
開
、
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
型
初
年
次
教
育
）の

運
営
＆
「次

世
代
型
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
」の

運
営

月
か
ら
京
都
産
業
大
学
共
通
教
育
推
進
機
構
教
授
・学

長
特
命
補
佐

本
日
の
内
容

１
．
大
学
教
育
改
革
の
現
フ
ェ
イ
ズ

２
．
政
策
課
題
と
し
て
の
「質

保
証
」

３
．
大
学
の
在
り
方
と
し
て
の
「質

保
証
」

４
．
社
会
の
中
の
大
学

５
．
予
測
困
難
な
時
代
と
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

１
．
大
学
教
育
改
革
の
現
フ
ェ
イ
ズ

 


年
月

日
（木
）

～

於
：日
本
福
祉
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

第
回
地
域
別
研
究
会

 


事
例
報
告


東
海
大
学
短
期
大
学
部

学
長
補
佐

山
本
康
治
氏

児
童
教
育
学
科
教
授

桑
原
公
美
子
氏


山
梨
学
院
短
期
大
学

食
物
栄
養
科
長

羽
畑
祐
吾
氏


大
阪
工
業
大
学

教
育
セ
ン
タ
ー
長

椋
平
淳
氏

第
回
地
域
別
研
究
会

 


話
題
提
供

「学
教
育
の
質
保
証
－
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト
で
繋
ぐ

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
修
成
果
と
科
目
の
学
習
成
果
－
」

講
師

深
堀
聰
子
氏

（国
立
教
育
政
策
研
究
所
高
等
教
育
研
究
部
長
・

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
情
報
拠
点
代
表
）

第
回
地
域
別
研
究
会

 


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
日
本
福
祉
大
学

佐
藤
慎
一
、
村
川
弘
城

テ
ー
マ
の
事
業
推
進
に
当
た
り
、
上
手
く
進
ん
で
い
る
取

組
、
課
題
、
不
安
に
つ
い
て
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実

務
・実
運
用
レ
ベ
ル
で
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
挙
げ
ら

れ
た
課
題
を
、
今
後
の
地
域
別
研
究
会
で
の
取
り
扱
い
内
容

の
候
補
と
し
て
い
く
。

第
回
地
域
別
研
究
会
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「大
学
教
育
改
革
」を

長
い
ス
パ
ン
で
見
て
み
る
と
・・
・

（今
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
き
た
の
か
）

年
月

『
２
１
世

紀
の

大
学
像

と
今

後
の

改
革

方
策
に
つ
い
て

競
争

的
環

境
の

中
で
個

性
が

輝
く
大
学

』
（答

申
）
大

学
審
議

会
「課

題
探

求
能

力
」

年
１
月

『
我

が
国

の
高

等
教

育
の

将
来

像
』（

答
申

）「
世

紀
型
市

民
」

年
月

『
学

士
課

程
教
育

の
構

築
に
向
け
て
』（

答
申

）「
学

士
力
」

・
年

月
『大

学
改

革
実

行
プ
ラ
ン
～

社
会

の
変

革
の

エ
ン
ジ
ン
と
な
る
大

学
づ
く
り
～
』

・
年

月
『新

た
な
未

来
を
築
く
た
め
の
大

学
教
育

の
質
的

転
換
に
向

け
て
～

生
涯

学
び

続
け
、
主

体
的

に
考

え
る
力
を
育

成
す
る
大

学
へ

～
』（

答
申

）

・
教

育
内

容
・教

育
方

法
へ

の
関

与
政

策
の
「成

功
」 

大
学
教
育
で
育
成
さ
れ
る
能

力
、
人
材

像
を
概
念

的
に
提
示

 

学
習
成
果
と
い
う
大
学
教
育

で
達
成
さ
れ
る
べ

き
目

標
と
そ
れ
に
関

連
す
る
枠
組
み
の
提
示

 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ

る
べ
き
学
修

成
果
と
そ
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

 
主
体
的
な
学
び

 

第
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（平
成

－
年

度
）

失
敗
を
恐
れ
ず
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
営
み
が
重
要
で
あ
る
。
既
存

の
慣
習
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
変
革
の
源
泉

と
な
る
知
識
や
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
し
、
社
会
実
装

を
試
行

し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら

画
期
的
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

価
値
は
、
既
存
の
競
争
ル
ー
ル
を
一
変
さ
せ
、
競
争
力
に
大
き
な
影

響
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
型
の
研
究
開
発
に
加

え
て
、
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
と
経
済
・社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視
し
た

研
究
開
発
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
促
す
仕
掛
け
を
取
り
入
れ
、
非
連
続
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
を
加
速
す
る
。
ま
た
、
様
々
な
異
な
る
ア
イ
デ

ア
の
苗
床
な
く
し
て
こ
れ
ら
の
政
策
は
成
り
立

た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
と
、
そ
れ
を
実
装
す
る
行
動
力
を
持
つ
人
材

に
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
で
ア
イ
デ
ア
の
試
行
機
会
を
提
供
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
意
識
し
て
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

運
営
管
理
を
実
施
で
き
る
人
材
の
育
成
・確

保
を
図
る
。

一
方
で

 

科
学

技
術

基
本

計
画

と
大

学

大
学
改
革
と
機
能
強
化

大
変
革
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
状
況
変
化

や
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
も
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
多
様
で
優
れ
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
で

卓
越
し
た
知
を

創
造
す
る
基
盤
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
大
学
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
存
在

で
あ

る
。
さ
ら
に
、
大
学
の
役
割
は
、
新
た
な
知
を
、
産
学
官
連
携

活
動
な
ど
を
通
じ
て
社
会
実
装
し
、
広
く
社
会
に
対
し
て
経
済

的
及
び
社
会
的
・公

共
的
価
値
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。

主
た
る
対
象
と
し
て
想
定
し
て
る
の
は

理
系

大
学

院
生
や
ポ
ス
ド
ク
。
学
士

課
程
と
は
異

な
る
が
・・

・ 

漸
進
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

 
破

壊
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

 

KA
IZ

EN
の
長
所
と
短
所

 
機
能
別
組
織
か
ら
商
品
別
組
織
へ
の
シ
フ
ト

 
大
学
改
革
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
き
る
か

 
制
度
、
政
策
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
大
学
業
界
は
ア

ナ
ロ
ジ
ー
し
に
く
い
要
因
だ
ら
け
？
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２
．
政
策

課
題

と
し
て
の
「質

保
証

」
～
学
修

成
果

を
焦

点
と
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
～

「将
来
像
答
申
」

２
１
世
紀
型
市
民

「改
革
」は

大
学
教
育

共
通

の
課
題
を
追
求

す
る
歴
史
で
あ
っ
た
！

学
校

教
育

法
に
お
け
る
「大

学
」規

定
 

第
八
十
三
条

 
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く

知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授

研
究
し
、
知
的
、
道
徳
的
及
び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

  

２
 
大
学
は
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
研

究
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。

 

大
学
の
制
度
理
念
。
教
育
の
目
標
を
明
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。

 

課
題

探
求

能
力

（
「

世
紀
の
大
学
像
と
今
後
の
改
革
方
策
に
つ
い
て
」１

９
９
８
）

主
体
的
に
変
化
に
対
応
し
、
自
ら
将
来
の
課

題
を
探
求
し
、
そ
の
課
題
に
対
し
て
幅
広
い

視
野
か
ら
柔
軟
か
つ
総
合
的
な
判
断
を
下
す

こ
と
の
で
き
る
力
。

「大
学
教
育
改
革
」を

長
い
ス
パ
ン
で
見
て
み
る
と
・・
・

（今
の
体
制
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
き
た
の
か
）

年
月

『
２
１
世

紀
の

大
学
像

と
今

後
の

改
革

方
策
に
つ
い
て

競
争

的
環

境
の

中
で
個

性
が

輝
く
大
学

』
（答

申
）
大

学
審
議

会
「課

題
探

求
能

力
」

年
１
月

『
我

が
国

の
高

等
教

育
の

将
来

像
』（

答
申

）「
世

紀
型
市

民
」

年
月

『
学

士
課

程
教
育

の
構

築
に
向
け
て
』（

答
申

）「
学

士
力
」

・
年

月
『大

学
改

革
実

行
プ
ラ
ン
～

社
会

の
変

革
の

エ
ン
ジ
ン
と
な
る
大

学
づ
く
り
～
』

・
年

月
『新

た
な
未

来
を
築
く
た
め
の
大

学
教
育

の
質
的

転
換
に
向

け
て
～

生
涯

学
び

続
け
、
主

体
的

に
考

え
る
力
を
育

成
す
る
大

学
へ

～
』（

答
申

）

・
教

育
内

容
・教

育
方

法
へ

の
関

与
政

策
の
「成

功
」 

大
学
教
育
で
育
成
さ
れ
る
能

力
、
人
材

像
を
概
念

的
に
提
示

 

学
習
成
果
と
い
う
大
学
教
育

で
達
成
さ
れ
る
べ

き
目

標
と
そ
れ
に
関

連
す
る
枠
組
み
の
提
示

 

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
達

成
さ
れ

る
べ
き
学
修

成
果
と
そ
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築

 
主
体
的
な
学
び

 

第
期

科
学

技
術

基
本

計
画

（平
成

－
年

度
）

失
敗
を
恐
れ
ず
高
い
ハ
ー
ド
ル
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
く
営
み
が
重
要
で
あ
る
。
既
存

の
慣
習
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
変
革
の
源
泉

と
な
る
知
識
や
技
術
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
し
、
社
会
実
装

を
試
行

し
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら

画
期
的
な
価
値
を
創
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

価
値
は
、
既
存
の
競
争
ル
ー
ル
を
一
変
さ
せ
、
競
争
力
に
大
き
な
影

響
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
来
型
の
研
究
開
発
に
加

え
て
、
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
と
経
済
・社

会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
重
視
し
た

研
究
開
発
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
促
す
仕
掛
け
を
取
り
入
れ
、
非
連
続
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
を
加
速
す
る
。
ま
た
、
様
々
な
異
な
る
ア
イ
デ

ア
の
苗
床
な
く
し
て
こ
れ
ら
の
政
策
は
成
り
立

た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
創
造
的
な
ア
イ
デ
ア
と
、
そ
れ
を
実
装
す
る
行
動
力
を
持
つ
人
材

に
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
形
で
ア
イ
デ
ア
の
試
行
機
会
を
提
供
す

る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
特
性
を
意
識
し
て
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

運
営
管
理
を
実
施
で
き
る
人
材
の
育
成
・確

保
を
図
る
。

一
方
で

 

科
学

技
術

基
本

計
画

と
大

学

大
学
改
革
と
機
能
強
化

大
変
革
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
状
況
変
化

や
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
も
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
多
様
で
優
れ
た
人
材
を
養
成
す
る
と
と
も
に
、
多
様
で

卓
越
し
た
知
を

創
造
す
る
基
盤
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
大
学
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
う
存
在

で
あ

る
。
さ
ら
に
、
大
学
の
役
割
は
、
新
た
な
知
を
、
産
学
官
連
携

活
動
な
ど
を
通
じ
て
社
会
実
装
し
、
広
く
社
会
に
対
し
て
経
済

的
及
び
社
会
的
・公

共
的
価
値
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
広

が
っ
て
い
る
。

主
た
る
対
象
と
し
て
想
定
し
て
る
の
は

理
系

大
学

院
生
や
ポ
ス
ド
ク
。
学
士

課
程
と
は
異

な
る
が
・・

・ 

漸
進
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

 
破

壊
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

 

KA
IZ

EN
の
長
所
と
短
所

 
機
能
別
組
織
か
ら
商
品
別
組
織
へ
の
シ
フ
ト

 
大
学
改
革
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
き
る
か

 
制
度
、
政
策
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
大
学
業
界
は
ア

ナ
ロ
ジ
ー
し
に
く
い
要
因
だ
ら
け
？
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２
１
世

紀
型

市
民

（「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

）

専
攻
分

野
に

つ
い

て
の

専
門
性
を
有
す
る

だ
け

で
は

な
く
、

幅
広

い
教

養
を
身
に
付
け
、

高
い

公
共

性
・

倫
理

性
を

保
持
し
つ
つ
、
時

代
の

変
化

に
合

わ
せ

て
積

極
的
に
社
会
を
支

え
、

あ
る

い
は

社
会

を
改

善
し
て
い
く
資
質

を
有

す
る

人
材

。

「学
士
力
」

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

）

～
学
士
課
程
共
通

の
「学

習
成
果
」に

関
す
る
参
考
指
針

～

１
．
知

識
・理

解
専

攻
す
る
学

問
分

野
に
関

す
る
知

識
＋

・・
・・
）

（１
）多

文
化

・異
文
化

に
関

す
る
知
識

の
理

解

（２
）人

類
の

文
化

、
社

会
と
自

然
に
関
す
る
知

識
の

理
解

２
．
汎

用
的

技
能

（１
）コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・ス

キ
ル

（２
）数

量
的

ス
キ
ル

（３
）情

報
リ
テ
ラ
シ
ー

（４
）論

理
的

思
考

力

（５
）問

題
解

決
力

３
．
態

度
・志

向
性

（１
）自

己
管

理
力

（２
）チ

ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（３
）倫

理
観

（４
）市

民
と
し
て
の

社
会

的
責

任

（５
）生

涯
学

習
力

４
．
統

合
的

な
学

習
経
験

と
創
造

的
思

考
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
授
業
科
目

課
題
の
解
決
に
は
以
下
の
諸
点
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
成
熟

社
会
に
お
い
て
学
生
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

育
成
す
る
か
（学

位
授
与
の
方
針
）を

明
示
し
、
そ
の
方
針
に
従
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
全
体
の
中
で
個
々
の
授
業
科
目
は
能
力
育
成
の
ど
の
部
分
を
担

う
か
を
担
当
教
員
が
認
識
し
、
他
の
授
業
科
目
と
連
携
し
関
連
し
合
い
な

が
ら
組
織
的
に
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
共
通

の
考
え
方
や
尺
度
（「

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・ポ

リ
シ
ー
」（
※
））
に
則
っ
て
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
・進

化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
改
革
サ
イ
ク

ル
が
回
る
構
造
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
位
授
与

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
個
々
の
学
生
の
学
修
成
果
と
と
も
に
、
教
員
が
組

織
的
な
教
育
に
参
画
し
こ
れ
に
貢
献
す
る
こ
と
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の

評
価
を
行
う
と
い
う
一
貫
性
・体

系
性
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の

質
的
転
換

に
向

け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る

大
学
へ
～
（答

申
）平

成
２
４
年
８
月
２
８
日

AP
事
業
の
展
開

 

GP
等
を
含
め
て
改
革
実
践
の
「舞

台
」構

築
→
様
々

な
“化

学
反
応
”が

発
生

 
Bu

t・
・・

「仕
分
け
」 

「国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て

 （
意
見
ま
と
め
）」

平
成
２
５

年
８
月
３
０
日

 （
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教

育
改
革
の
支
援
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
） 
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主
体

的
学

修
の

二
義

性

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
で
の
主

体
的

学
び
と
、
予
測

困
難

な
時
代

を
生

き
抜

く
態

度
と
し
て
の

主
体

性

授
業
の
予
習
・復

習
は

指
示
さ
れ
な
く
て
も
す
る

（先
を
見
通
す
力
、
計
画
性
、
授
業
へ
の
参
加
意
識
）

予
習
・復

習
以

上
の
学
習
に
も
取
り
組
む

（知
的
好
奇
心
、
進

路
選
択
へ
の
意
識
）

◎
（授

業
に
触
発
さ
れ
て
）授

業
以
外
の
学
び
の
機
会

に
参
加
す
る

（授
業
サ
イ
ク
ル
外
）＝

大
学
ら
し
い
教
育
効
果

（授
業
と
は
関
係
な
く
）自

分
の
進
路
・将

来
・関

心
に
即

し
た
学
び
の
機
会
に
参
加
す
る

（授
業
サ
イ
ク
ル
外
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
と
の
関
係
は
？

３
．
大

学
の
在
り
方
と
し
て
の
「質

保
証
」

質
保

証
と
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

 

3つ
の

ポ
リ
シ
ー
と
学
校
パ

ッ
ケ
ー
ジ

 
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

 
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
の
問
い
か

け
：ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
信

頼
獲

得
こ
そ

が
「質

保
証
」 

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
と
大
学
教
育

 

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

学
生
に
よ
る
学
修
成
果
を
重
視
す
る
観
点
か

ら
、
学
生
が
学
士
・修

士
・博

士
・専

門
職
学
位

と
い
う
学
位
を
取
得
す
る
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学

位
の
レ
ベ
ル
と
学
問
分
野
に
応
じ
て

達
成
す
べ
き
能
力
を
明
示
し
、
そ
の
能
力
を
学

生
が
修

得
で
き
る
よ
う
に
体
系
的
に
設
計
さ
れ

た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

（筑
波
大
学
「機

能
強
化
に
向
け
た
組
織
改
革
」よ

り
）

２
１
世

紀
型

市
民

（「
我
が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

）

専
攻
分

野
に

つ
い

て
の

専
門
性
を
有
す
る

だ
け

で
は

な
く
、

幅
広

い
教

養
を
身
に
付
け
、

高
い

公
共

性
・

倫
理

性
を

保
持
し
つ
つ
、
時

代
の

変
化

に
合

わ
せ

て
積

極
的
に
社
会
を
支

え
、

あ
る

い
は

社
会

を
改

善
し
て
い
く
資
質

を
有

す
る

人
材

。

「学
士
力
」

中
央

教
育

審
議

会
大

学
分

科
会

）

～
学
士
課
程
共
通

の
「学

習
成
果
」に

関
す
る
参
考
指
針

～

１
．
知

識
・理

解
専

攻
す
る
学

問
分

野
に
関

す
る
知

識
＋

・・
・・
）

（１
）多

文
化

・異
文
化

に
関

す
る
知
識

の
理

解

（２
）人

類
の

文
化

、
社

会
と
自

然
に
関
す
る
知

識
の

理
解

２
．
汎

用
的

技
能

（１
）コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・ス

キ
ル

（２
）数

量
的

ス
キ
ル

（３
）情

報
リ
テ
ラ
シ
ー

（４
）論

理
的

思
考

力

（５
）問

題
解

決
力

３
．
態

度
・志

向
性

（１
）自

己
管

理
力

（２
）チ

ー
ム
ワ
ー
ク
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（３
）倫

理
観

（４
）市

民
と
し
て
の

社
会

的
責

任

（５
）生

涯
学

習
力

４
．
統

合
的

な
学

習
経
験

と
創
造

的
思

考
力

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
授
業
科
目

課
題
の
解
決
に
は
以
下
の
諸
点
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
成
熟

社
会
に
お
い
て
学
生
に
求
め
ら
れ
る
能
力
を
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

育
成
す
る
か
（学

位
授
与
の
方
針
）を

明
示
し
、
そ
の
方
針
に
従
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
全
体
の
中
で
個
々
の
授
業
科
目
は
能
力
育
成
の
ど
の
部
分
を
担

う
か
を
担
当
教
員
が
認
識
し
、
他
の
授
業
科
目
と
連
携
し
関
連
し
合
い
な

が
ら
組
織
的
に
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
共
通

の
考
え
方
や
尺
度
（「

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・ポ

リ
シ
ー
」（
※
））
に
則
っ
て
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
・進

化
に
つ
な
げ
る
と
い
う
改
革
サ
イ
ク

ル
が
回
る
構
造
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
学
位
授
与

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
個
々
の
学
生
の
学
修
成
果
と
と
も
に
、
教
員
が
組

織
的
な
教
育
に
参
画
し
こ
れ
に
貢
献
す
る
こ
と
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の

評
価
を
行
う
と
い
う
一
貫
性
・体

系
性
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。

新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の

質
的
転
換

に
向

け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る

大
学
へ
～
（答

申
）平

成
２
４
年
８
月
２
８
日

AP
事
業
の
展
開

 

GP
等
を
含
め
て
改
革
実
践
の
「舞

台
」構

築
→
様
々

な
“化

学
反
応
”が

発
生

 
Bu

t・
・・

「仕
分
け
」 

「国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て

 （
意
見
ま
と
め
）」

平
成
２
５

年
８
月
３
０
日

 （
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教

育
改
革
の
支
援
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
） 
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着
想
の

き
っ
か
け
の
幾

つ
か

 
「改

革
の
時
代
」と

し
て
の
一
般
的
括
り
（1

99
1～

） 
＝
「大

綱
化
」か

ら
四
半
世
紀

 
教
育
内
容
・教

育
方
法
へ
の
関
与
政
策
の
不
思
議

な
「成

功
」 

そ
れ
は
い
つ
か
ら
？
ど
の
よ
う
に
？

 
質
保
証

の
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
難
し
さ

 
質
保
証
と
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

 
大
学
の
意
味
を
根
源
的
に
問
い
直
す
「チ

ャ
ン
ス
」

で
も
あ
る
・・

・ 

質
保

証
を
軸

と
し
て
振

り
返

る
場

合
、
ど
の

よ
う
な
観

点
が

必
要

か
 

質
保
証
の
意
味

 
質
保
証
に
よ
る
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
群

 
交
錯
す
る
諸
領
域
の
構
造
化

 
重
要
な
一
領
域
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
局
面

を
招
来

 
政
策

課
題
と
個
々
の
大
学
に
と
っ
て
の
課
題
は
ど
こ

ま
で
一
致
す
る
の
か

 
  

４
．
社
会

の
中

の
大

学
（「

大
学

と
社
会

」で
は

な
く
）

「大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」 

（2
01

2、
民
主
党
政
権
下
） 

 

大
学
の
機
能
的
再
編
成
の
文
脈
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大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
に
お
け
る
大
学
像

 

大
学

＝
エ
ン
ジ
ン

 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

 

社
会
人
の
学
び
直
し

 

研
究
力
の
強
化

 

主
体
的
な
学
修

 

グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成

 

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ

 

教
育
基

本
法

に
お
け
る
「大

学
」規

定

第
七

条

大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
高
い
教
養
と
専
門
的
能
力

を
培
う
と
と
も
に
、
深
く
真
理
を
探
究
し
て
新
た
な
知
見
を
創

造
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
す
る
。

２
大
学
に
つ
い
て
は
、
自
主
性
、
自
律
性
そ
の
他
の
大
学

に
お
け
る
教
育
及
び
研
究
の
特
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

平
成

年
の

改
正

で
新

設
！

変
わ
り
ゆ
く
局
面

 
20

08
年
の
ス
ト
ー
リ
ー
＝
大
学
の
ス
ト
ー
リ
ー

 

＝
 大

学
教
育
の
内
実
を
強
化

 

説
明
責
任
、
「見

え
る
」化

、
ア
ウ
ト
カ
ム
重
視
、
プ
ロ
セ
ス
管

理
へ
→
大
学
教
育
の
内
的
構
造
が
焦
点

 

20
12

年
 高

等
教
育
の
構
造
と
機
能
の
再
編
成

 

大
学
そ
れ
自
体
の
価
値
が
ま
ず
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
機
能
を
担
っ
て
く
れ
る
の
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
評
価

 

着
想
の

き
っ
か
け
の
幾

つ
か

 
「改

革
の
時
代
」と

し
て
の
一
般
的
括
り
（1

99
1～

） 
＝
「大

綱
化
」か

ら
四
半
世
紀

 
教
育
内
容
・教

育
方
法
へ
の
関
与
政
策
の
不
思
議

な
「成

功
」 

そ
れ
は
い
つ
か
ら
？
ど
の
よ
う
に
？

 
質
保
証

の
つ
か
み
ど
こ
ろ
の
難
し
さ

 
質
保
証
と
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

 
大
学
の
意
味
を
根
源
的
に
問
い
直
す
「チ

ャ
ン
ス
」

で
も
あ
る
・・

・ 

質
保

証
を
軸

と
し
て
振

り
返

る
場

合
、
ど
の

よ
う
な
観

点
が

必
要

か
 

質
保
証
の
意
味

 
質
保
証
に
よ
る
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
群

 
交
錯
す
る
諸
領
域
の
構
造
化

 
重
要
な
一
領
域
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
局
面

を
招
来

 
政
策

課
題
と
個
々
の
大
学
に
と
っ
て
の
課
題
は
ど
こ

ま
で
一
致
す
る
の
か

 
  

４
．
社
会

の
中

の
大

学
（「

大
学

と
社
会

」で
は

な
く
）

「大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」 

（2
01

2、
民
主
党
政
権
下
） 

 

大
学
の
機
能
的
再
編
成
の
文
脈
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５
．
予

測
困

難
な
時
代

と
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

予
測

困
難

な
時

代
へ

の
対
応

能
力

の
育

成
は
、

現
代
教
育
改
革
の
最
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド

 

教
育

に
係
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

大
学
教
育
改
革
の
枠
組
み
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
に
く
く
し
て
い
る
？

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
て
い
く
の

か そ
の
た
め
の
組
織
文
化
と
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
：質

保
証

カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
兼
ね
合
い

対
照

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

 

問
題
解
決
型

 

評
価

や
分

析
を

改
善

に
つ
な
げ

る
 

仮
説
検
証
・分

析
型
ア
プ
ロ
ー
チ

 

問
題
発
見
・潜

在
的
要
因
の
探
究

 

ユ
ー
ザ
ー
と
の

共
感

 

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
 

 

デ
ザ
イ
ン
思
考
型

ア
プ
ロ
ー
チ

 

デ
ザ

イ
ン
思

考
の

プ
ロ
セ
ス

 

共
感
：テ

ー
マ
設
定
、
参
与
観
察

 

課
題
定
義

 

ア
イ
デ
ア
・コ

ン
セ
プ
ト
創
造

 

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
（試

作
・試

行
） 

ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
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ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
組

織

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
組
織

観
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
く

る
。
組
織
は
、
も
は
や
権
限
と
責
任
に
よ
っ
て
機

能
的
に
結
び
付
け
ら
れ
、
中
心
と
な
る
ブ
レ
イ
ン

が
い
て
、
環
境
を
把
握
し
、
戦
略
を
策
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
組
織
で
は
様
々
な
場
所
で
様
々
な

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
が
交
錯
し
て
お
り
、
こ
の
時
、

組
織
が
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
を
行
う
の
で
は
な
く
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
い
う
実
践
に
よ
っ
て
組
織

が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（『

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

が
経
営
を
変
え
る
：組

織
変
革
の
新
し
い
鍵

』
、
同
文
館
出
版
）

組
織
観
の
転
換

私
の

問
題

意
識

大
学
改
革
プ
ロ
セ
ス
の
目
標
管
理
主

義
、
公
式

主
義
の
功

罪

仮
説
検
証
型
の
方
法
論
（そ

れ
が
悪
い

わ
け
で
は
な
い
）の

相
対
化

制
度
的
決
定
に
よ
る
同
質
性
の
保
証
と
、

理
解
に
よ
る
「共

有
」と

の
差
異

デ
ザ
イ
ン
思
考
的
だ
っ
た

事
業

   
 ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 
 k

ei
ji@

cc
.k

yo
to

-s
u.

ac
.jp

 

５
．
予

測
困

難
な
時
代

と
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ

予
測

困
難

な
時

代
へ

の
対
応

能
力

の
育

成
は
、

現
代
教
育
改
革
の
最
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド

 

教
育

に
係
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は

大
学
教
育
改
革
の
枠
組
み
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
に
く
く
し
て
い
る
？

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
生
み
出
し
て
い
く
の

か そ
の
た
め
の
組
織
文
化
と
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
：質

保
証

カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
兼
ね
合
い

対
照

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

 

問
題
解
決
型

 

評
価

や
分

析
を

改
善

に
つ
な
げ

る
 

仮
説
検
証
・分

析
型
ア
プ
ロ
ー
チ

 

問
題
発
見
・潜

在
的
要
因
の
探
究

 

ユ
ー
ザ
ー
と
の

共
感

 

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
 

 

デ
ザ
イ
ン
思
考
型

ア
プ
ロ
ー
チ

 

デ
ザ

イ
ン
思

考
の

プ
ロ
セ
ス

 

共
感
：テ

ー
マ
設
定
、
参
与
観
察

 

課
題
定
義

 

ア
イ
デ
ア
・コ

ン
セ
プ
ト
創
造

 

プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
（試

作
・試

行
） 

ユ
ー
ザ
ー
テ
ス
ト
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茨
城
大
学
に
お
け
る

教
育
の
質
保
証
の
取
組

茨
城
大
学
全
学
教
育
機
構

嶌
田
敏
行

高
知
大
学
平
成

年
度

事
業
シ
ンポ
ジ
ウム

於
：
東
京
国
際
交
流
館

事
業
報
告
Ⅰ

は
じめ
に

本
学
は
「卒
業
時
の
質
保
証
＝
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
の
構

築
と運

用
」と
考
え
て
お
り、
学
修
成
果
の
測
定
・把
握
、そ
れ

ら教
育
改
善
関
連
情
報
の
流
通
の
高
度
化
を目

指
して
い
る。

教
育
の
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
の
定
着
は
、教

職
員
が
教
育

の
質
に
関
す
る議

論
を日

常
的
に
行
って
い
る状

況
とし
て
、そ

の
た
め
の
支
援
を

が
行
う、
とい
う基

本
設
計
で
あ
る。

これ
らの
取
り組

み
の
現
状
と課

題
に
つ
い
て
「４
階
層
質
保

証
シ
ステ
ム
」、
「学
修
成
果
の
可
視
化
」、
「地
域
との
協
働
に

よる
質
の
向
上
」と
い
う３

つ
の
キ
ー
ワー
ドで
報
告
した
い
。

とは
何
か

とい
うの
は
、

の
略
。

業
務
とは
（
リク
エス
ト等

に
もと
づ
き）

、１
）
必
要
な
時

に
、必

要
な
情
報
を、
必
要
とす
る依

頼
者
に
提
供
す
る業

務
、

２
）
その
た
め
の
デ
ー
タの
情
報
へ
の
変
換
業
務
で
あ
る。

依
頼
者

依
頼

報
告

デ
ー
タ収

集
・管
理

可
視
化
・集
計
・分
析

（
デ
ー
タを
情
報
に
変
換
）

調
整
・報
告
準
備

内
部
質
保
証
の
課
題
と解

決
さま
ざま
な
活
動
は
行
って
お
り、
パ
ー
ツは
か
な
りあ
る。

それ
が
体
系
的
、組

織
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
。

↓
（
本
学
で
は

事
業
の
支
援
を受

け
て
改
善
）

自
己
点
検
評
価
（
現
状
把
握
）
の
た
め
の
教
育
目
標

（
）
の
設
定
を実

施
。

現
場
の
負
荷
を上

げ
ず
に
教
育
改
善
を進

め
る支

援
組
織

（
全
学
教
育
機
構
総
合
教
育
企
画
部
門
）
の
設
置
。

全
国
の
モデ
ル
ケ
ー
スと
な
るよ
う情

報
を他

大
学
へ
発
信
。
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継
続
的

モ
ニ
タ
リン
グ

改
善
活
動

学
習
成
果
の
測
定

・授
業
アン
ケ
ー
ト

・学
び
の
調
査

・卒
業
生
調
査

・企
業
か
らの
意
見
聴
取

学
生
の
動
向
の
把
握

・生
活
調
査

・支
援
ニー
ズ
把
握

自
己
点
検
評
価

・認
証
評
価

・プ
ログ
ラム
・レ
ビュ
ー

・授
業
点
検 （
改
善
）

・広
義
の

を想
定

・各
階
層
で
議
論

定
期
的

情
報
提
供

アセ
スメ
ント
部
門
で
実
施

デ
ー
タや
情
報
で
盛
り上

が
って

もら
え
ば
、ま
ず
は
現
状
把
握
や

課
題
発
見
は

継
続
的
な
改
善
の
た
め
に

か
らの
デ
ー
タは
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツー
ル

燃
料
投
入

茨
城

大
学

に
つ
い
て

 

昭
和

年
に
設
置
。

５
学
部
４
研
究
科
。学

部
は
人
文
学
部
、教

育
学
部
、理

学
部
（
水

戸
市
）
、工

学
部
（
日
立
市
）
、農

学
部
（
阿
見
町
）
。

学
部
学
生

名
、大

学
院
生

名
。（

現
在
）

役
員

名
、大

学
教
員

名
、附

属
学
校
教
員

名
、職

員
名
（
常
勤
の
み
：

現
在
）

6 

教
育
の
質
保
証
シ
ステ
ム

×

授
業
や
教
育
改
善
状
況
の
点
検

（
１
年
２
回
）

学
科
等

ミー
ティ
ング
の
結
果
の
共
有
と組

織
的
対
応
、

研
修
会

現
状
把
握
と制

度
設
計
、リ

ソー
ス配

分

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
・レ
ビュ
ー

教
育
目
標
に
照
らし
た
学
修
成
果
の
可
視
化
に
よ

る現
状
把
握
と改

善
数
値
デ
ー
タに
よる
点
検
議
論
（
半
期
ごと
）

自
己
点
検
評
価
書
の
作
成
と外

部
評
価
（
３
年

ごと
）

カリ
キ
ュラ
ム
・マ
ッピ
ング
に
よる

体
系
化 レー
ダー
チ
ャー
トに
よる
可

視
化

卒
業
研
究
ル
ー
ブリ
ック
に
よる

可
視
化

科
目
ル
ー
ブリ
ック
もし
くは
評
価

区
分
ごと
の
成
績
評
価
基
準
策

定
と相

互
点
検
に
よる
可
視
化

と適
切
な
成
績
評
価

ル
ー
ブリ
ック
を用

い
た

学
生
指
導
、成

績
評
価

人
材
育
成

（
学
修
成
果
ファ
クト
ブッ
ク作

成
）

学
部
等

全
学
の
教
学
マ

ネ
ジ
メン
ト組

織

学
科
・コ
ー
ス等

（
カリ
キ
ュラ

ム
）

教
員

４
階
層
質
保
証

 
学
習
成
果
の

可
視
化
・共
有

教
員
ごと
の
授
業
や

教
育
改
善
状
況
の
定
期
的
点
検

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
有
効
性
検
証
：

（
≒
認
証
評
価
の
基
準
・観
点
を活

用
△
）

に
照
らし
た
学
習
成
果
の
測
定
とそ
の
結

果
に
基
づ
く現
状
把
握
。

、
の
点
検
。

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
効
性
検
証
：

（
≒
認
証
評
価
の
基
準
・観
点
を活

用
○
）

学
科
等

ミー
ティ
ング
の
結
果
の
共
有
と

組
織
的
対
応
、

研
修
会
実
施

大
学
教
育
の
有
効
性
検
証
：

（
≒
認
証
評
価
の
基
準
・観
点
を活

用
◎
）

現
状
把
握
と制

度
設
計
、リ
ソー
ス配

分

学
科
等

教
員

学
部
等

全
学

＋

報 告
調 整

４
階
層
で
の
質
保
証
シ
ステ
ム

授
業
デ
ー
タ、
アン
ケ
ー
トデ
ー
タ

各
種
学
生
調
査
デ
ー
タの
定
期
的
配

信
、デ
ー
タリ
クエ
スト
対
応

各
種
学
生
調
査
デ
ー
タの
定
期
的
配

信
、デ
ー
タリ
クエ
スト
対
応
、基

礎
デ
ー

タセ
ット
（
認
証
評
価
等
対
応
）

基
礎
デ
ー
タセ
ット
（
主
要
数
値
、フ
ァ

クト
ブッ
ク、
認
証
評
価
等
対
応
）

実
際
は
、メ
ンバ
ー
構
成
で
対
応

茨
城
大
学
に
お
け
る

教
育
の
質
保
証
の
取
組

茨
城
大
学
全
学
教
育
機
構

嶌
田
敏
行

高
知
大
学
平
成

年
度

事
業
シ
ンポ
ジ
ウム

於
：
東
京
国
際
交
流
館

事
業
報
告
Ⅰ

は
じめ
に

本
学
は
「卒
業
時
の
質
保
証
＝
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
の
構

築
と運

用
」と
考
え
て
お
り、
学
修
成
果
の
測
定
・把
握
、そ
れ

ら教
育
改
善
関
連
情
報
の
流
通
の
高
度
化
を目

指
して
い
る。

教
育
の
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
の
定
着
は
、教

職
員
が
教
育

の
質
に
関
す
る議

論
を日

常
的
に
行
って
い
る状

況
とし
て
、そ

の
た
め
の
支
援
を

が
行
う、
とい
う基

本
設
計
で
あ
る。

これ
らの
取
り組

み
の
現
状
と課

題
に
つ
い
て
「４
階
層
質
保

証
シ
ステ
ム
」、
「学
修
成
果
の
可
視
化
」、
「地
域
との
協
働
に

よる
質
の
向
上
」と
い
う３

つ
の
キ
ー
ワー
ドで
報
告
した
い
。

とは
何
か

とい
うの
は
、

の
略
。

業
務
とは
（
リク
エス
ト等

に
もと
づ
き）

、１
）
必
要
な
時

に
、必

要
な
情
報
を、
必
要
とす
る依

頼
者
に
提
供
す
る業

務
、

２
）
その
た
め
の
デ
ー
タの
情
報
へ
の
変
換
業
務
で
あ
る。

依
頼
者

依
頼

報
告

デ
ー
タ収

集
・管
理

可
視
化
・集
計
・分
析

（
デ
ー
タを
情
報
に
変
換
）

調
整
・報
告
準
備

内
部
質
保
証
の
課
題
と解

決
さま
ざま
な
活
動
は
行
って
お
り、
パ
ー
ツは
か
な
りあ
る。

それ
が
体
系
的
、組

織
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
。

↓
（
本
学
で
は

事
業
の
支
援
を受

け
て
改
善
）

自
己
点
検
評
価
（
現
状
把
握
）
の
た
め
の
教
育
目
標

（
）
の
設
定
を実

施
。

現
場
の
負
荷
を上

げ
ず
に
教
育
改
善
を進

め
る支

援
組
織

（
全
学
教
育
機
構
総
合
教
育
企
画
部
門
）
の
設
置
。

全
国
の
モデ
ル
ケ
ー
スと
な
るよ
う情

報
を他

大
学
へ
発
信
。
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教
育

プロ
グラ

ム
単

位
で

の
質

保
証

チ
ー

ム
で

教
育

活
動

を議
論

す
る

教
育

目
標

（
）

を明
確

化
→

 指
標

化
で

きる
とよ

い
が

、数
値

に
な

れ
て

い
な

い
な

ら、
引

っ張
られ

るの
で

ほ
どほ

どに
。

科
目

群
を体

系
的

に
配

置
→

 カ
リキ

ュラ
ム

マッ
ピン

グと
シ

ー
クエ

ン
スや

カバ
レッ

ジ
の

確
認

（
）

。
との

関
係

の
整

理
は

な
か

な
か

難
しい

？
学

習
成

果
の

確
認

日
常

的
に

や
アセ

スメ
ント

部
署

か
らの

様
々

な
情

報
に

もと
づ

き
現

状
把

握
、課

題
発

見
の

た
め

の
議

論
を行

う。
（

モニ
タリ

ング
）

何
年

分
か

まと
め

て
振

り返
りを

行
い

、ど
の

よう
な

成
果

が
得

られ
た

の
か

を把
握

。（
レビ

ュー
）

学
科

等
総

合
教

育
企

画
部

門
か

らの
支

援
教

育
目

標
の

達
成

状
況

に
関

連
す

る資
料

の
提

供
各

種
調

査
の

可
視

化
と提

供
。＝

話
題

・素
材

の
提

供
学

修
成

果
を複

数
の

切
り口

で
議

論
して

もら
う。

学
生

の
動

向
の

確
認

の
支

援
学

籍
番

号
で

学
修

成
果

の
デ

ー
タと

連
結

し、
複

合
的

に
考

察
卒

論
ル

ー
ブリ

ック
卒

業
研

究
＝

年
目

に
行

う総
合

的
学

習
と捉

え
て

、出
口

の
質

を
確

保
す

るた
め

に
評

価
の

「も
の

さし
」を

明
示

化
。

「も
の

さし
」は

学
外

の
方

（
アド

バ
イザ

リー
ボ

ー
ド）

に
も見

て
い

た
だ

き、
地

域
とと

もに
教

育
の

質
を保

証
。

学
科

等

学
生

支
援

の
支

援
を行

うた
め

の
学

生
動

態
モデ

ル
？

入
学

前
卒

業
後

新
入

生
調

査
卒

業
時

調
査

在
学

生
調

査
（

学
生

生
活

、学
び

）
授

業
アン

ケ
ー

ト

進
路

デ
ー

タ
成

績
デ

ー
タ

企
業

調
査

既
卒

者
調

査

在
学

中

例
）

２
年

前
期

の
時

点
で

、修
得

単
位

が
単

位
→

 ４
年

で
卒

業
で

きな
い

確
率

が
％

み
た

い
な

デ
ー

タ集
を

教
育

プロ
グラ

ム
ごと

に
作

成

デ
ー

タ連
結

に
よる

１
）

「あ
る時

点
」で

の
「何

か
の

確
率

（
可

能
性

）
」、

２
）

「何
を変

え
れ

ば
、何

が
変

わ
るの

か
？

」と
い

う経
験

モデ
ル

の
作

成

・成
績

低
下

要
因

チ
ェッ

クリ
スト

で
該

当
箇

所
をな

るべ
く改

め
るこ

とで
、可

能
性

の
変

化
。

例
）

深
夜

バ
イト

を辞
め

れ
ば

、成
績

が
上

が
る確

率
が

○
％

くら
い

あ
る。

茨
城

大
学

の
教

育
目

標

在
学

入
学
前

卒
業

茨
城

大
学

の
教

育
目

標
「変

化
の

激
しい

世
紀

に
お

い
て

社
会

の
変

化
に

主
体

的
に

対
応

し、
自

らの
将

来
を切

り拓
くこ

とに
で

きる
総

合
的

人
間

力
を育

成
す

るこ
と」

身
に

つ
け

るべ
き

つ
の

能
力

（
茨

城
大

学
型

基
盤

学
力

）
①

世
界

の
俯

瞰
的

理
解

、②
専

門
分

野
の

学
力

・ス
キ

ル
、

③
課

題
解

決
能

力
・コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

力
、④

社
会

人
とし

て
の

姿
勢

、⑤
地

域
活

性
化

志
向

 

新
入

生
調

査
卒

業
時

調
査

在
学

生
調

査
（

学
生

生
活

、学
び

）
授

業
アン

ケ
ー

ト
進

路
デ

ー
タ

成
績

デ
ー

タ
企

業
調

査

既
卒

者
調

査

卒
論

ル
ー

ブリ
ック

レー
ダー

チ
ャー

ト

オフ
ィス

設
置

アク
ティ

ブ・
ラー

ニン
グ科

目
教

養
：

専
門

：
％

測
定

した
い

能
力

に
応

じて
様

々
な

学
修

成
果

の
測

定
（

可
視

化
）

を整
備

～
クォ

ー
ター

制
導

入
に

よる
長

期
学

外
学

修
プロ

グラ
ム

導
入

一
貫
した
学
生
デ
ー
タ
に
よ
る
エ
ンロ
ー
ル
メ
ント
・マ
ネ
ジ
メ
ント

学
生

生
活

とデ
ー

タ 
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全
学
の

（
学
士
課
程
）

（
世
界
の
俯
瞰
的
理
解
）
自
然
環
境
、国

際
社
会
、人

間
と多

様
な
文

化
に
対
す
る幅

広
い
知
識
と俯

瞰
的
な
理
解

（
専
門
分
野
の
学
力
）
専
門
職
業
人
とし
て
の
知
識
・技
能
お
よび
専
門

分
野
に
お
け
る十

分
な
見
識

（
課
題
解
決
能
力
・コ
ミュ
ニケ
ー
シ
ョン
力
）
グロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
地
域
や

職
域
に
お
い
て
、多

様
な
人
々
と協

働
して
課
題
解
決
して
い
くた
め
の
思
考

力
・判
断
力
・表
現
力
、お
よび
実
践
的
英
語
能
力
を含

む
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン力 （
社
会
人
とし
て
の
姿
勢
）
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
貢
献
で
きる
職
業

人
とし
て
の
意
欲
と倫

理
観
，
主
体
性

（
地
域
活
性
化
志
向
）
茨
城
をは

じめ
とす
る地

域
の
活
性
化
に
自
ら進

ん
で
取
り組

み
、貢

献
す
る積

極
性

問
続
い
て
学
習
の
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ます
。本

学
で
の
学
生
生
活
に
よっ
て
以
下

の
知
識
や
能
力
、ス
キ
ル
や
考
え
方
な
どを
身
に
付
け
つ
つ
あ
るか
を自

己
評
価
して
くだ

さい
。も
っと
も当

て
は
まる
部
分
に
○
を記

入
して
くだ
さい
。

要
素

←
 身

に
付

け
つ

つ
あ

る
ま

だ
十

分
で

は
な

い
→

自
然

環
境

に
対

す
る

幅
広

い
知

識
１

２
３

４
５

国
際

社
会

に
対

す
る

幅
広

い
知

識
１

２
３

４
５

人
間

と多
様

な
文

化
に

対
す

る
幅

広
い

知
識

１
２

３
４

５
世

界
を

俯
瞰

的
に

とら
え

る
た

め
の

視
点

、視
野

お
よ

び
素

養
１

２
３

４
５

課
題

解
決

の
た

め
の

思
考

力
１

２
３

４
５

課
題

解
決

の
た

め
の

判
断

力
１

２
３

４
５

課
題

解
決

の
た

め
の

表
現

力
１

２
３

４
５

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

む
地

域
や

職
域

に
お

い
て

多
様

な
人

々
との

協
働

を
可

能
に

す
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

力
１

２
３

４
５

グ
ロ

ー
バ

ル
化

が
進

む
地

域
や

職
域

に
お

い
て

多
様

な
人

々
との

協
働

を
可

能
に

す
る

実
践

的
英

語
能

力
１

２
３

４
５

社
会

の
持

続
的

な
発

展
に

貢
献

で
きる

職
業

人
とし

て
の

意
欲

１
２

３
４

５
社

会
の

持
続

的
な

発
展

に
貢

献
で

きる
職

業
人

とし
て

の
倫

理
観

１
２

３
４

５
社

会
の

持
続

的
な

発
展

に
貢

献
で

きる
職

業
人

とし
て

の
主

体
性

１
２

３
４

５

茨
城

を
は

じめ
とす

る
地

域
の

活
性

化
に

自
ら進

ん
で

取
組

み
、貢

献
す

る
地

域
活

性
化

志
向

１
２

３
４

５14
 

成
績
の
推
移
と進

路
情
報

（
必
須
デ
ー
タ）

学
籍
番
号
（
もし
くは
それ

に
代
わ
るキ
ー
コー
ド）

、１
）

学
期
ごと
の

、２
）
進
路
な
どの
現
在
の
状
況

（
選
択
的
デ
ー
タ）

性
別
、入

試
区
分
、在

学
月
数
、奨

学
金
の
有
無
、自

宅
・

アパ
ー
ト等

・寮
な
ど、
部
活
・サ
ー
クル
、進

路
の
産
業
分
類

コー
ド

１
２

３
４

５
６

９
対
象
外

15
 

16
 

教
育

プロ
グラ

ム
単

位
で

の
質

保
証

チ
ー

ム
で

教
育

活
動

を議
論

す
る

教
育

目
標

（
）

を明
確

化
→

 指
標

化
で

きる
とよ

い
が

、数
値

に
な

れ
て

い
な

い
な

ら、
引

っ張
られ

るの
で

ほ
どほ

どに
。

科
目

群
を体

系
的

に
配

置
→

 カ
リキ

ュラ
ム

マッ
ピン

グと
シ

ー
クエ

ン
スや

カバ
レッ

ジ
の

確
認

（
）

。
との

関
係

の
整

理
は

な
か

な
か

難
しい

？
学

習
成

果
の

確
認

日
常

的
に

や
アセ

スメ
ント

部
署

か
らの

様
々

な
情

報
に

もと
づ

き
現

状
把

握
、課

題
発

見
の

た
め

の
議

論
を行

う。
（

モニ
タリ

ング
）

何
年

分
か

まと
め

て
振

り返
りを

行
い

、ど
の

よう
な

成
果

が
得

られ
た

の
か

を把
握

。（
レビ

ュー
）

学
科

等
総

合
教

育
企

画
部

門
か

らの
支

援
教

育
目

標
の

達
成

状
況

に
関

連
す

る資
料

の
提

供
各

種
調

査
の

可
視

化
と提

供
。＝

話
題

・素
材

の
提

供
学

修
成

果
を複

数
の

切
り口

で
議

論
して

もら
う。

学
生

の
動

向
の

確
認

の
支

援
学

籍
番

号
で

学
修

成
果

の
デ

ー
タと

連
結

し、
複

合
的

に
考

察
卒

論
ル

ー
ブリ

ック
卒

業
研

究
＝

年
目

に
行

う総
合

的
学

習
と捉

え
て

、出
口

の
質

を
確

保
す

るた
め

に
評

価
の

「も
の

さし
」を

明
示

化
。

「も
の

さし
」は

学
外

の
方

（
アド

バ
イザ

リー
ボ

ー
ド）

に
も見

て
い

た
だ

き、
地

域
とと

もに
教

育
の

質
を保

証
。

学
科

等

学
生

支
援

の
支

援
を行

うた
め

の
学

生
動

態
モデ

ル
？

入
学

前
卒

業
後

新
入

生
調

査
卒

業
時

調
査

在
学

生
調

査
（

学
生

生
活

、学
び

）
授

業
アン

ケ
ー

ト

進
路

デ
ー

タ
成

績
デ

ー
タ

企
業

調
査

既
卒

者
調

査

在
学

中

例
）

２
年

前
期

の
時

点
で

、修
得

単
位

が
単

位
→

 ４
年

で
卒

業
で

きな
い

確
率

が
％

み
た

い
な

デ
ー

タ集
を

教
育

プロ
グラ

ム
ごと

に
作

成

デ
ー

タ連
結

に
よる

１
）

「あ
る時

点
」で

の
「何

か
の

確
率

（
可

能
性

）
」、

２
）

「何
を変

え
れ

ば
、何

が
変

わ
るの

か
？

」と
い

う経
験

モデ
ル

の
作

成

・成
績

低
下

要
因

チ
ェッ

クリ
スト

で
該

当
箇

所
をな

るべ
く改

め
るこ

とで
、可

能
性

の
変

化
。

例
）

深
夜

バ
イト

を辞
め

れ
ば

、成
績

が
上

が
る確

率
が

○
％

くら
い

あ
る。

茨
城

大
学

の
教

育
目

標

在
学

入
学
前

卒
業

茨
城

大
学

の
教

育
目

標
「変

化
の

激
しい

世
紀

に
お

い
て

社
会

の
変

化
に

主
体

的
に

対
応

し、
自

らの
将

来
を切

り拓
くこ

とに
で

きる
総

合
的

人
間

力
を育

成
す

るこ
と」

身
に

つ
け

るべ
き

つ
の

能
力

（
茨

城
大

学
型

基
盤

学
力

）
①

世
界

の
俯

瞰
的

理
解

、②
専

門
分

野
の

学
力

・ス
キ

ル
、

③
課

題
解

決
能

力
・コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

力
、④

社
会

人
とし

て
の

姿
勢

、⑤
地

域
活

性
化

志
向

 

新
入

生
調

査
卒

業
時

調
査

在
学

生
調

査
（

学
生

生
活

、学
び

）
授

業
アン

ケ
ー

ト
進

路
デ

ー
タ

成
績

デ
ー

タ
企

業
調

査

既
卒

者
調

査

卒
論

ル
ー

ブリ
ック

レー
ダー

チ
ャー

ト

オフ
ィス

設
置

アク
ティ

ブ・
ラー

ニン
グ科

目
教

養
：

専
門

：
％

測
定

した
い

能
力

に
応

じて
様

々
な

学
修

成
果

の
測

定
（

可
視

化
）

を整
備

～
クォ

ー
ター

制
導

入
に

よる
長

期
学

外
学

修
プロ

グラ
ム

導
入

一
貫
した
学
生
デ
ー
タ
に
よ
る
エ
ンロ
ー
ル
メ
ント
・マ
ネ
ジ
メ
ント

学
生

生
活

とデ
ー

タ 
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学
外
の
み
な
さま
の
ご協

力

４
階
層

質
保
証

 

学
習
成
果
の

可
視
化
・共

有
自
己
点
検
評

価
（
現
状
把

握
）
レポ
ー
ト

パ
ー
トナ
ー
企
業
、

高
等
学
校
、自

治
体
、

研
究
機
関
等
の
学
外
有
識
者

②
ル
ー
ブリ
ック
の
内
容
に
つ
い
て
助
言
（
茨
大
の
教
育
の
質
）

③
外
部
評
価
機
能
：
自
己
評
価
の
確
か
らし
さの
確
認

ご経
歴
等
、お
立
場
を踏

まえ
た
助
言

①
シ
ステ
ム
が
機
能
して
い
るか

どう
か
の
検
証

ル
ー
ブ
リッ
ク
な

どの
学
修
成
果

測
定
尺
度
へ
の

助
言

助
言
・評
価
委
員
会

≒
地
元
ステ
ー
クホ
ル
ダ

各
学
部
ご
とに
設
置

まと
め

本
学
に
お
け
る「
卒
業
時
の
質
保
証
」
（

事
業
）
とは
、

内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ
る。

い
ず
れ
か
の
学
部
等
で
既
に
進
め
て
い
る教

育
改
善
の
取
り組

み
の
全
学
的
展
開
と組
織
的
・継
続
的
に
行
うた
め
の
仕
組

み
作
り、
そし
て

機
能
に
よ
る
支
援
で
あ
る。

我
が
国
の
教
育
の
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
構
築
の
課
題
は
、さ

まざ
まな

取
り組

み
（
ツー
ル
）
が
シ
ステ
ム
化
、組

織
化
され

て
お
らず
、「
継
続
的
改
善
」に
つ
な
が
って
い
な
い
こと
で
あ
るこ

とな
の
で
、本

学
の
取
り組

み
をモ
デ
ル
ケ
ー
スと
して
、我

が
国

の
高
等
教
育
の
発
展
に
寄
与
した
い
。
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山
形

大
学

事
業

の
概

要
と
現

状

山
形
大
学
学
術
研
究
院

浅
野

茂

高
知
大
学

平
成

年
度

事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
資
料

年
月

日
（
土
）
＠
東
京
国
際
交
流
会
館

報
告
の
構
成

事
業

の
概

要

基
盤
力

テ
ス
ト
の

概
要

基
盤
力

テ
ス
ト
の

実
施

と
分

析
事

例

ま
と
め

事
業
の
概
要

基
盤
力
テ
ス
ト
の
概
要

学
問
基
盤
力

ー
自
律
的
に
課
題
に
取
り
組
む
専
門
力

専
門
知
識
の
体
系
的
習
得
と
実
践
的
な
運
用
体
験

総
合
大
学
の
学
際
の
強
み
を
生
か
し
た
応
用
力
の
獲
得

実
践
地
域
基
盤
力
ー
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
人
間
力

力
強
い
学
び
を
保
証
す
る
キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
育
成

地
域
課
題
に
挑
戦
し
生
涯
学
び
続
け
る
自
己
学
習
力
獲
得

国
際
基
盤
力
ー
実
践
的
な
英
語
で
多
様
性
に
挑
戦
す
る
国
際
力

基
盤
と
し
て
の
英
語
力
を
４
技
能
・専

門
別
に
習
得

英
語

の
実
施
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
た
国
際
理
解

学
外
の
み
な
さま
の
ご協

力

４
階
層

質
保
証

 

学
習
成
果
の

可
視
化
・共

有
自
己
点
検
評

価
（
現
状
把

握
）
レポ
ー
ト

パ
ー
トナ
ー
企
業
、

高
等
学
校
、自

治
体
、

研
究
機
関
等
の
学
外
有
識
者

②
ル
ー
ブリ
ック
の
内
容
に
つ
い
て
助
言
（
茨
大
の
教
育
の
質
）

③
外
部
評
価
機
能
：
自
己
評
価
の
確
か
らし
さの
確
認

ご経
歴
等
、お
立
場
を踏

まえ
た
助
言

①
シ
ステ
ム
が
機
能
して
い
るか

どう
か
の
検
証

ル
ー
ブ
リッ
ク
な

どの
学
修
成
果

測
定
尺
度
へ
の

助
言

助
言
・評
価
委
員
会

≒
地
元
ステ
ー
クホ
ル
ダ

各
学
部
ご
とに
設
置

まと
め

本
学
に
お
け
る「
卒
業
時
の
質
保
証
」
（

事
業
）
とは
、

内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ
る。

い
ず
れ
か
の
学
部
等
で
既
に
進
め
て
い
る教

育
改
善
の
取
り組

み
の
全
学
的
展
開
と組
織
的
・継
続
的
に
行
うた
め
の
仕
組

み
作
り、
そし
て

機
能
に
よ
る
支
援
で
あ
る。

我
が
国
の
教
育
の
内
部
質
保
証
シ
ステ
ム
構
築
の
課
題
は
、さ

まざ
まな

取
り組

み
（
ツー
ル
）
が
シ
ステ
ム
化
、組

織
化
され

て
お
らず
、「
継
続
的
改
善
」に
つ
な
が
って
い
な
い
こと
で
あ
るこ

とな
の
で
、本

学
の
取
り組

み
をモ
デ
ル
ケ
ー
スと
して
、我

が
国

の
高
等
教
育
の
発
展
に
寄
与
した
い
。
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基
盤
力
テ
ス
ト
の
概
要

開
発

体
制


基

盤
力

テ
ス
ト

（基
盤

教
育

企
画

部
の

各
専

門
分

野
の

教
員

４
名

）

分
野


数

的
文

章
理

解
、
数

学
、
物

理
学

、
化

学
、
生

物
学


各

分
野

で
、

〜
問

程
度

を
作

問

開
発

方
針


知

識
だ
け
で
は

な
く
、
概

念
ま
で
定

着
し
て
い
る
こ
と
を
測

定
で
き
る
テ

ス
ト
を
開

発
す
る

基
盤
力
テ
ス
ト
の
概
要

様
々

な
リ
ソ
ー
ス
の

活
用

 
   

   

 
 

物
理

：力
学

概
念

指
標

（
）

化
学

：概
念

テ
ス
ト

（
）

生
物

：生
物

リ
テ
ラ
シ
ー

（
）

な
ど

  

  

  

  

  
 

年
１
月

月
月

年
４
月

年
４
月

４
月

１
年

生
全

員
（約

名
）を

対
象

約
名
を
対

象
ス
マ
ホ
で
実

施
難
易
度
の
推

定

約
名
を
対
象

筆
記
式

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

試
験

形
式

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

）を
使

用

試
験

時
間

は
５
科

目
で

分
程

度
を
想

定


出

題
数

は
各

分
野

、
５
問

ず
つ


設

問
毎

の
制

限
時

間
：３

分

出
題

形
式

項
目

反
応

理
論

（
）に

よ
る
、

受
験

者
の

回
答

に
応

じ
た
難

易
度

調
整
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※
平

成
年

月
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
実

施
時

の
受

験
率

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
数
的
文
章
理
解

標
本

の
大

き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
数
学

標
本
の

大
き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
物
理

標
本

の
大

き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

基
盤
力
テ
ス
ト
の
概
要

開
発

体
制


基

盤
力

テ
ス
ト

（基
盤

教
育

企
画

部
の

各
専

門
分

野
の

教
員

４
名

）

分
野


数

的
文

章
理

解
、
数

学
、
物

理
学

、
化

学
、
生

物
学


各

分
野

で
、

〜
問

程
度

を
作

問

開
発

方
針


知

識
だ
け
で
は

な
く
、
概

念
ま
で
定

着
し
て
い
る
こ
と
を
測

定
で
き
る
テ

ス
ト
を
開

発
す
る

基
盤
力
テ
ス
ト
の
概
要

様
々

な
リ
ソ
ー
ス
の

活
用

 
   

   

 
 

物
理

：力
学

概
念

指
標

（
）

化
学

：概
念

テ
ス
ト

（
）

生
物

：生
物

リ
テ
ラ
シ
ー

（
）

な
ど

  

  

  

  

  
 

年
１
月

月
月

年
４
月

年
４
月

４
月

１
年

生
全

員
（約

名
）を

対
象

約
名
を
対

象
ス
マ
ホ
で
実

施
難
易
度
の
推

定

約
名
を
対
象

筆
記
式

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

試
験

形
式

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（

）を
使

用

試
験

時
間

は
５
科

目
で

分
程

度
を
想

定


出

題
数

は
各

分
野

、
５
問

ず
つ


設

問
毎

の
制

限
時

間
：３

分

出
題

形
式

項
目

反
応

理
論

（
）に

よ
る
、

受
験

者
の

回
答

に
応

じ
た
難

易
度

調
整
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学
問
基
盤
力
：
化
学

標
本
の

大
き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
生
物

標
本

の
大

き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

セ
ン
タ
ー
試

験
で
の

選
択

を
考

慮
し
た
分
析

（生
物

）

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
生
物
（
妥
当
性
の
検
証
）

15
 


収

集
デ
ー
タ

キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
調

査
（

）
外

交
性

（
）

協
調

性
（

）

勤
勉

性
（

）

情
緒

安
定

性
（

）

知
的

好
奇

心
（

）

出
欠

・
課

外
活

動
履

歴
リ
ー
ダ
ー

ビ
ー
コ
ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
出

欠
情

報
の

収
集

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査
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16
 


基

本
的

な
問

い
各

因
子

ス
コ
ア
と
学

業
成

績
の
間

に
関

連
性

は
あ
る
の

か
？


分

析
に
使

用
す
る
学

業
成

績
デ
ー
タ

年
度

前
期

に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（

単
位

）の
出

席
状

況
と
成

績


ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
は

？
大

学
生

と
し
て
必

要
な
学
習

ス
キ
ル

の
向

上
を
図

る
こ
と
を

目
的

と
し
た
大

学
導

入
科

目

基
本

的
な
学

習
ス
キ
ル

：調
査

や
情

報
収
集

、
議

論
、
口

頭
発

表
、

レ
ポ
ー
ト
作

成
の

能
力

な
ど

米
国

に
お
け
る
「

」と
同

じ

効
果

的
に
成

功
体

験
を
積

ま
せ

る
（
失

敗
か

ら
学

ぶ
）

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

17
 

主
要

因
子
性
格

検
査

の
ス
コ
ア

：
外
向
性

：
協
調
性

：
勤
勉
性

：
情
緒
安
定
性

：
知
的
好
奇
心

成
績

が
良

好
な

学
生

比
率

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査

18
 

：
外
向
性

：
協
調
性

：
勤
勉
性

：
情
緒
安
定
性

：
知
的
好
奇
心

出
席

率
割

以
上

の
学

生
比

率

主
要

因
子

性
格

検
査

の
ス
コ
ア

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査

19
 


ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

成
績

お
よ
び
出

席
状

況
と

関
連

性
が

あ
る
か

も
し
れ

な
い
因

子


：
勤

勉
性 成

績

出
席

状
況


：
情

緒
安

定
性

成
績


今

後
の

展
望


山

形
大

学
版

の
開

発

学
生

へ
の

介
入

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
効

果
的
に
実

施

必
要

な
時

に
必

要
な
行

動
特

性
を
示

す
「適

応
」を

指
導

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
化
学

標
本
の

大
き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
生
物

標
本

の
大

き
さ

平
均

値

標
準

偏
差

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

セ
ン
タ
ー
試

験
で
の

選
択

を
考

慮
し
た
分
析

（生
物

）

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

学
問
基
盤
力
：
生
物
（
妥
当
性
の
検
証
）

15
 


収

集
デ
ー
タ

キ
ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
調

査
（

）
外

交
性

（
）

協
調

性
（

）

勤
勉

性
（

）

情
緒

安
定

性
（

）

知
的

好
奇

心
（

）

出
欠

・
課

外
活

動
履

歴
リ
ー
ダ
ー

ビ
ー
コ
ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
出

欠
情

報
の

収
集

基
盤
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
分
析
事
例

実
践
地
域
基
盤
力
：
５
因
子
性
格
検
査
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20
 

ま
と
め


分

析
結

果
の

活
用


年

終
了

時
、

年
終

了
時

の
基

盤
力

テ
ス
ト
の

結
果

を
用

い
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の

点
検

・
評

価


の

成
果

指
標

：
学

生
の

授
業

外
学

習
時

間
、
卒

業
生

追
跡

調
査

の
実

施
率

、
基

盤
力

テ
ス
ト
の

実
施
率

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
活

用


学

生
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
、
デ
ィ
プ

ロ
マ
・
サ

プ
リ
メ
ン
ト

21
 

ま
と
め


質

保
証


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
＋

基
盤

力
テ
ス
ト
の

結
果

を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー


３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
の

実
質

化


継

続
的

改
善

の
循

環
プ
ロ
セ
ス
（

）の
定

着
化

…
…

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ

セ
ミ

ナ
ー

こ
の

授
業

を
履

修
し

た
学

生
は

、

(1
) 

文
献

・
資

料
を

理
解

し
読

み
込

む
力

（
読

解
力

）
を

身
に

付
け

て
い

る
。

【
知

識
・

理
解

】

グ
ル

ー
プ

で
共

通
の

テ
ー

マ
に

取
り

組
み

、
討

論
や

議
論

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
た

り
、

共
同

で
発

表
内

容
を

ま
と

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
態

度
・

習
慣

】

自
分

の
関

心
の

あ
る

テ
ー

マ
を

設
定

し
、

情
報

・
資

料
収

集
を

行
い

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

し
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
技

能
】

〇

サ
イ

エ
ン

ス
セ

ミ
ナ

ー
専

門
に

縛
ら

れ
な

い
柔

軟
な

発
想

と
創

造
性

を
持

ち
、

理
学

分
野

全
般

の
研

究
が

俯
瞰

で
き

る
。

◎

自
然

科
学

特
選

Ⅰ

英
語

に
慣

れ
親

し
み

、
聞

く
、

話
す

、
書

く
な

ど
の

英
語

を
使

い
こ

な
す

た
め

の
基

本
的

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

2
)理

学
の

基
礎

知
識

を
英

語
で

表
現

で
き

る
。

〇
◎

〇

学
位

授
与

方
針

（
D
P
）

授
業

の
到

達
目

標
科

目
名

145



卒
業
時
に
お
け
る
質
保
証
の

取
組
の
強
化

高
知
大
学

藤
田
尚
文

副
学
長
・理

事
（教

育
・附

属
学
校

園
担

当
）

１
．
高
知
大
学
の
概
要

○
高
知
県
内
唯
一
の
国
立
総
合
大
学

年
設
立

学
部

（人
文
社
会
科
、
教
育
、
理
工
、
医
、

農
林
海
洋
科
、
地
域
協
働
）

土
佐
さ
き
が
け
Ｐ

○
学
部
学
生
数

名
、
大
学
院
生
数
（１

研
究
科
）

名

○
教
職
員
数

名
（平

成
年
５
月
現
在
）

○
基
本
目
標
【教

育
】

総
合
的
教
養
教
育
を
基
盤
と
し
、
「地

域
協
働
」に

よ
る
教
育

の
深
化
を
通
し
て
課
題
解
決
能
力
の
あ
る
専
門
職
業
人

を

養
成
す
る
。

２
．
高
知
大
学

事
業
の
概
要

３
．
高
知
大
学

事
業
の
質
保
証
の
取
組

学
生

に
対

す
る
質

保
証
の
取

組
大

学
全

体
の
質

保
証
の

取
組

◆
学

生
へ

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
サ

プ
リ
メ
ン
ト
を
用

い
て
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

◆
全

学
の

デ
ー
タ
を
一

元
管

理
し
成

果
を
測

定

【
学

生
の

学
修

成
果

の
測

定
】

１
．
成

績
評

価
の

評
定

２
．
Ｇ
Ｐ
Ａ

３
．
単

位
の
修
得

状
況

４
．
セ
ル

フ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

（
１
年

生
と

年
生
）

５
．
外

部
客
観
テ
ス
ト

（
１
年

生
と
３
年

生
）

６
．
学

内
で
開
催
し
た
外
国

語
テ
ス
ト

【
大

学
全

体
の

成
果

の
測

定
】

１
．
学

生
の
単
位
修

得
状
況

２
．
学

生
の
授
業
外

学
修
時

間

（
学

年
ご
と
、
学

部
ご
と
）

３
．
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
調

査
（教

学
ＩＲ

コ
モ
ン
ズ
）

４
．
卒

業
生
調
査

（
全

学
部

の
学
生

を
対
象

）

５
．
卒

業
生
と
そ
の
就
職
先

の
上
司
へ

の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

20
 

ま
と
め


分

析
結

果
の

活
用


年

終
了

時
、

年
終

了
時

の
基

盤
力

テ
ス
ト
の

結
果

を
用

い
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の

点
検

・
評

価


の

成
果

指
標

：
学

生
の

授
業

外
学

習
時

間
、
卒

業
生

追
跡

調
査

の
実

施
率

、
基

盤
力

テ
ス
ト
の

実
施
率

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
活

用


学

生
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
、
デ
ィ
プ

ロ
マ
・
サ

プ
リ
メ
ン
ト

21
 

ま
と
め


質

保
証


カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
＋

基
盤

力
テ
ス
ト
の

結
果

を
用

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
レ
ビ
ュ
ー


３
つ
の

ポ
リ
シ
ー
の

実
質

化


継

続
的

改
善

の
循

環
プ
ロ
セ
ス
（

）の
定

着
化

…
…

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ

セ
ミ

ナ
ー

こ
の

授
業

を
履

修
し

た
学

生
は

、

(1
) 

文
献

・
資

料
を

理
解

し
読

み
込

む
力

（
読

解
力

）
を

身
に

付
け

て
い

る
。

【
知

識
・

理
解

】

グ
ル

ー
プ

で
共

通
の

テ
ー

マ
に

取
り

組
み

、
討

論
や

議
論

を
通

じ
て

理
解

を
深

め
た

り
、

共
同

で
発

表
内

容
を

ま
と

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
態

度
・

習
慣

】

自
分

の
関

心
の

あ
る

テ
ー

マ
を

設
定

し
、

情
報

・
資

料
収

集
を

行
い

、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

し
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

【
技

能
】

〇

サ
イ

エ
ン

ス
セ

ミ
ナ

ー
専

門
に

縛
ら

れ
な

い
柔

軟
な

発
想

と
創

造
性

を
持

ち
、

理
学

分
野

全
般

の
研

究
が

俯
瞰

で
き

る
。

◎

自
然

科
学

特
選

Ⅰ

英
語

に
慣

れ
親

し
み

、
聞

く
、

話
す

、
書

く
な

ど
の

英
語

を
使

い
こ

な
す

た
め

の
基

本
的

能
力

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

2
)理

学
の

基
礎

知
識

を
英

語
で

表
現

で
き

る
。

〇
◎

〇

学
位

授
与

方
針

（
D
P
）

授
業

の
到

達
目

標
科

目
名
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高
知
大
学

事
業
の
質
保
証
の
取
組

学
生
に
対
す
る
質
保
証
の
取
組

４
１
．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
１
）

授
業

科
目
ご
と
に
、
科
目
平
均

点
と
標

準
偏

差
を
表

示

４
２
．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
２
）

【
成
績
評
価
分
布
表
示
】

履
修
し
た
授
業
科
目
ご
と

の
成
績
評
価
分
布
を
開
示

表
示
項
目
：

科
目
平
均
点

標
準
偏
差

成
績
評
価
分
布

（
棒
グ
ラ
フ
）

４
–３

．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
３
）

修
得

単
位

数
の

推
移

147



４
–４

．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
４
）

・全
学

部
１
年

生
と
３
年
生

に
セ

ル
フ
・ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
４
月

に
実

施 ・自
己

評
価

の
変

化
を

チ
ャ
ー
ト
で
表

示

４
–５

．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
５

教
員
）

担
当
授
業
の
受
講
者
数
、
成
績
評
価
分
布
等
の
確
認
が

可
能

担
当
学
生
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
情
報
が
閲
覧
可
能

５
．
デ
ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
に
向
け
て

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ

プ
リ
メ
ン
ト

プ
レ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ

プ
リ
メ
ン
ト

発
行

形
態

証
明
書
（公

文
書
）

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
上

で
随

時
、
学
生
が

閲
覧

・

印
刷
可

発
行

時
期

卒
業
時

年
次

第
学

期
の

成
績

公
表

後
か

ら
卒

業

時
ま
で
常
時

用
途

証
明

書
（
学

位
記

補
完

、
学

び
の

履
歴
書
）

学
生
（本

人
）振

り
返
り
用

内
容

検
討
中

「
高

知
大

学
プ
レ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
サ

プ
リ
メ
ン
ト

案
」の

と
お
り

デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
を
達
成

し
た
こ
と
を
保
証

す
る
も
の

個
々

の
学

生
が

学
位
取

得
の

た
め
に
学
修

し
た
内
容

等
に
つ
い
て
本

学
が

保
証

す
る
も
の

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・サ

マ
リ
ー
と
し
て
の

性
格

①
学
生
情
報

②
取
得
予
定
学
位

③
学
位
授
与
の

要
件

④
学
修
成
果

⑤
正
課
外
活
動
振
り
返
り

【学
生

情
報

】
・氏

名
・学

籍
番
号

・所
属
学
科
・コ

ー
ス
等

・副
専
攻
等
名

６
．
高
知
大
学
プ
レ
・デ

ィ
プ
ロ
マ
・サ

プ
リ
メ
ン
ト
案

【学
位

授
与

の
要

件
】

・学
位
授
与
の
方
針

（デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ

リ
シ
ー
）

・学
位
授
与
の
要
件

（要
卒
単
位
数
）

【学
修

成
果

】
・高

知
大
学
が
養
成
す
る

＋
１
の
能
力

・評
語

・成
績
分
布

・単
位
数
推
移

・全
科
目
の

・ベ
ネ
ッ
セ

キ
ャ
リ
ア
大
学
生
基
礎
力
レ
ポ
ー
ト

・地
域
関
連
科
目

修
得
単
位
数

・地
方
創
生
推
進
士
育
成
科
目

修
得
単
位
数

・外
国
語
能
力
試
験

【正
課

外
活

動
振

り
返

り
】

・準
正
課
活
動

・部
活
動

・サ
ー
ク
ル

活
動

・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

・学
内
資
格
等

【
取

得
予

定
学

位
】

高
知
大
学

事
業
の
質
保
証
の
取
組

学
生
に
対
す
る
質
保
証
の
取
組

４
１
．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
１
）

授
業

科
目
ご
と
に
、
科
目
平
均

点
と
標

準
偏

差
を
表

示

４
２
．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
２
）

【
成
績
評
価
分
布
表
示
】

履
修
し
た
授
業
科
目
ご
と

の
成
績
評
価
分
布
を
開
示

表
示
項
目
：

科
目
平
均
点

標
準
偏
差

成
績
評
価
分
布

（
棒
グ
ラ
フ
）

４
–３

．
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
（活

用
事
例
３
）

修
得

単
位

数
の

推
移
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高
知
大
学

事
業
の
質
保
証
の
取
組

大
学
全
体
の
質

保
証
の
取
組

７
．
入
試
デ
ー
タ
の
分
析

調
査
書
評
点
の
度
数
分
布

人数

調
査

書
評

点

調
査

書
評

点
の

度
数

分
布

ま
で
の

人
数
は

％

８
．
入
学
時
の
調
査
書
評
点
と

入
学
後
の
成
績
の
関
連

入学後の成績

調
査

書
評

点

調
査

書
評

点
と
入
学

後
の

成
績

調
査
書

モ
デ
ル

９
．
調
査
書
評
点
の
予
測
力

ー
即
断
は
禁
物
！

通
算

評
点
平
均

通
算
評
点
平
均

149



１
０
．
調
査
書
評
点
と
入
学
後
の
成
績

直
列
モ
デ
ル

修 修修

発
表

ス
ラ
イ
ド
参
照

１
１
．
入
試
デ
ー
タ
と
入
学
後
の
成
績

・セ
ン
タ
ー
試
験
の
成
績
よ
り
も

調
査
書
評
点

の
影
響
の
方
が
大
き
い

（入
試
関
係
者
に
と
っ
て
は
既
知
）

発
表

ス
ラ
イ
ド
参
照

１
２
入
試
区
分
、
調
査
書
評
点
と

年
次
の
成
績

発
表

ス
ラ
イ
ド
参
照

１
３
．
成
績
評
価
厳
格
化
へ
向
け
て

年
度
第

学
期
各
授
業
の
成
績
評
価
分
布
の
開
示

学
部

ご
と
に
各
授
業
の
秀
優
良
可
不
可
の
成
績
分
布

が
適

正
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
中


学

部
間

の
相

違


試

験
方

法
（試

験
・レ

ポ
ー
ト
・客

観
試

験
・論

述
試

験
）


試

験
回

数
（中

間
と
期

末
，
期

末
の

み
，
毎

回
小

レ
ポ
ー
ト
）


授

業
外

学
修

時
間


教

育
方

法
（講

義
の

み
，
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
頻

度
）


受

講
人

数

高
知
大
学

事
業
の
質
保
証
の
取
組

大
学
全
体
の
質

保
証
の
取
組

７
．
入
試
デ
ー
タ
の
分
析

調
査
書
評
点
の
度
数
分
布

人数

調
査

書
評

点

調
査

書
評

点
の

度
数

分
布

ま
で
の

人
数
は

％

８
．
入
学
時
の
調
査
書
評
点
と

入
学
後
の
成
績
の
関
連

入学後の成績

調
査

書
評

点

調
査

書
評

点
と
入
学

後
の

成
績

調
査
書

モ
デ
ル

９
．
調
査
書
評
点
の
予
測
力

ー
即
断
は
禁
物
！

通
算

評
点
平
均

通
算
評
点
平
均
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ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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